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ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ア
ン
に
お
け
る
筋
の
名
称
に
つ
い
て

〔
要
旨
〕
本
論
文
は
筋
肉
名
の
起
源
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ァ
ン
は
筋
の
形
状
、

作
用
、
位
置
、
起
始
・
停
止
と
い
う
各
筋
肉
の
特
徴
を
表
す
形
容
辞
に
よ
っ
て
筋
肉
を
名
づ
け
た
。
そ
れ
以
前
に
シ
ル

ヴ
ィ
ウ
ス
が
同
様
の
名
称
を
用
い
た
が
、
そ
の
際
は
形
状
、
作
用
、
位
置
の
み
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
シ
ル

ヴ
ィ
ウ
ス
の
筋
肉
名
に
は
全
筋
肉
が
名
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
、
ま
た
解
剖
図
が
な
い
た
め
に
筋
名
を
図
で
確
認
で
き
な

い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
、
普
及
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
序
数
を
用
い
て
全
筋
肉
に
名
前
を
つ
け
、
ま

た
解
剖
図
と
対
応
付
け
た
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
は
序
数
に
よ
る
筋
肉
名
が
普
及
し
た
が
、
序
数
の
っ
け
方
が
不
統
一

で
、
一
つ
の
筋
に
複
数
の
名
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
混
乱
が
起
こ
っ
た
。
ボ
ァ
ン
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
命
名
法
を
改

良
し
て
全
筋
肉
に
名
前
を
つ
け
、
解
剖
図
と
対
応
さ
せ
た
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
命
名
法
の
欠
点
を
補

完
し
た
ボ
ァ
ン
の
筋
肉
名
は
広
く
普
及
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ア
ン
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
、
筋
肉
名
、
解
剖
図
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現
在
の
解
剖
学
に
お
い
て
は
、
人
体
の
構
造
の
名
称
に
つ
い
て
、
基
準
と
な
る
解
剖
学
用
語
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
解
剖
用
語
と
し

て
は
伝
統
的
に
ラ
テ
ン
語
が
用
い
ら
れ
、
十
九
世
紀
末
に
定
め
ら
れ
た
最
初
の
国
際
解
剖
学
用
語
に
お
い
て
も
国
際
的
に
定
め
ら
れ
た

解
剖
用
語
と
し
て
ラ
テ
ン
語
の
言
葉
が
採
用
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
ラ
テ
ン
語
だ
け
で
な
く
各
国
語
で
の
用
語
も
永
く
用

い
ら
れ
て
き
た
が
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
解
剖
学
書
に
お
け
る
用
語
表
記
は
国
際
解
剖
用
語
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
を
基
本
と
し
、
各
国
語

（
１
）

の
名
称
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
る
形
を
と
っ
て
き
た
。

人
体
に
は
八
○
○
個
弱
の
骨
格
筋
が
あ
り
、
そ
の
名
称
は
現
在
の
解
剖
学
用
語
で
二
七
○
を
数
え
る
。
多
数
の
筋
を
識
別
す
る
た
め

に
、
筋
に
対
す
る
用
語
が
ラ
テ
ン
語
で
作
ら
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
現
在
の
筋
名
は
、
「
日
吊
目
盲
竺
（
筋
肉
）
の
略
称
と
し
て

の
「
富
」
（
ま
た
は
そ
の
複
数
形
を
表
す
「
三
日
．
」
）
の
後
に
、
形
容
す
る
語
を
一
つ
ま
た
は
複
数
つ
け
た
形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
以

下
に
例
示
す
る
（
か
っ
こ
内
は
英
語
と
日
本
語
の
表
記
）
。

巨
耳
眉
①
凶
尻
（
弓
国
罵
昌
５
》
僧
帽
筋
）

三
・
馬
局
員
尻
目
５
国
日
⑦
国
風
目
⑫
自
扁
国
貝
．
前
鋸
筋
）

三
・
芹
曽
尉
昌
四
ｓ
昌
日
豐
胃
島
烏
房
弓
一
関
日
臼
嗅
ｓ
昌
日
２
月
島
烏
房
↓
浅
指
屈
筋
）

三
．
①
間
５
房
Ｃ
闇
８
９
胃
且
巨
厨
さ
畠
扁
局
〆
扁
易
ｇ
ｇ
ｇ
胃
且
巨
耐
さ
畠
医
長
僥
側
手
根
屈
筋
）

こ
れ
ら
現
在
の
筋
名
は
、
筋
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
で
、
指
示
す
る
筋
を
容
易
に
記
憶
・
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

（
り
こ

重
複
が
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
を
明
確
に
指
示
し
て
お
り
、
文
脈
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
筋
を
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
鮒
）
（
１
）

こ
の
よ
う
な
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
筋
名
の
起
源
の
一
人
と
し
て
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ァ
ン
（
９
号
胃
腰
昌
冒
、
閉
ｇ
‐
辰
隠
）
の
名
前
が
挙

げ
ら
れ
て
き
た
。
本
論
文
で
は
ポ
ア
ン
が
用
い
た
筋
の
名
称
に
つ
い
て
（
１
）
ボ
ア
ン
が
用
い
た
筋
の
名
称
の
紹
介
と
分
析
、
〈
２
）
ボ

一
・
は
じ
め
に
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バ
ー
ゼ
ル
で
活
躍
し
た
解
剖
学
者
・
植
物
学
者
で
あ
る
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ア
ン
は
、
『
人
体
構
造
論
」
ｅ
①
８
呂
昌
⑫
冒
冒
印
己
註
ウ
風
‐

８
ゞ
届
ｇ
）
や
『
男
と
女
の
体
の
解
剖
学
的
記
述
」
（
ン
口
異
○
日
』
８
８
ｇ
ｏ
易
く
冨
房
里
目
昌
３
国
め
三
の
８
円
国
ゞ
屈
君
）
、
『
解
剖
劇
場
」

（
弓
胃
呉
昌
日
目
昌
◎
目
２
日
第
一
版
一
六
○
五
、
第
二
版
一
六
二
二
な
ど
の
解
剖
学
書
を
書
い
た
。
多
く
の
書
が
同
一
の
書
名
の

（
』
Ｊ
）

ま
ま
、
あ
る
い
は
書
名
を
変
え
て
再
出
版
さ
れ
た
。
以
下
で
は
ボ
ア
ン
に
お
け
る
筋
の
名
称
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
特
に
初
期
の
著

作
『
人
体
構
造
論
」
と
後
期
の
『
解
剖
劇
場
』
を
考
察
の
対
象
に
す
る
。

ボ
ア
ン
の
『
人
体
構
造
論
」
は
、
八
折
版
で
三
九
七
頁
の
著
作
で
、
人
体
を
大
き
く
腹
部
・
胸
部
・
頭
部
・
四
肢
の
四
巻
に
分
け
、

（
＄
）

解
剖
図
を
含
ま
な
い
。
筋
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
腹
部
・
胸
部
・
頭
部
の
巻
に
も
若
干
は
あ
る
が
、
四
肢
を
扱
う
第
四
巻
に
集
中
し
て

お
り
、
三
一
章
中
の
二
○
章
で
、
四
肢
お
よ
び
体
幹
の
筋
を
扱
っ
て
い
る
。
ボ
ア
ン
の
「
人
体
構
造
論
」
は
、
そ
の
題
か
ら
も
想
像
さ

れ
る
と
お
り
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
「
人
体
構
造
論
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
読
者
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
を
手
に
し
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
人
体
各
部
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

「
解
剖
劇
場
」
第
一
版
は
、
大
型
八
折
版
の
千
頁
を
超
え
る
大
き
な
著
作
で
、
「
人
体
構
造
論
」
と
同
じ
く
腹
部
・
胸
部
・
頭
部
・
四

（
７
）

肢
の
四
巻
に
分
か
れ
、
本
文
の
途
中
に
総
数
一
二
二
枚
の
解
剖
図
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
第
四
巻
で
は
四
五
章
中
の
一
九
章
で
筋
を
扱
っ

て
い
る
。
『
解
剖
劇
場
」
が
扱
う
内
容
自
体
は
、
『
人
体
構
造
論
」
と
大
き
な
差
違
は
な
い
が
、
含
ま
れ
る
情
報
の
量
に
関
し
て
は
圧
倒

的
に
増
加
し
て
い
る
。
頁
数
は
二
・
五
倍
に
な
り
、
ま
た
解
剖
図
を
多
数
備
え
て
い
る
。
『
解
剖
劇
場
』
で
は
、
付
属
す
る
解
剖
図
を
参

照
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
読
者
は
一
冊
の
著
作
内
だ
け
で
言
葉
に
よ
る
説
明
を
読
み
、
ま
た
言
及
さ
れ
て
い
る
構
造
を
解
剖
図
で

ア
ン
以
前
の
名
称
と
の
比
較
、
（
３
）
解
剖
図
に
よ
る
筋
名
が
指
示
す
る
対
象
の
提
示
、
〈
４
）
ボ
ア
ン
の
筋
名
の
普
及
、
と
い
う
四
点

か
ら
検
討
し
、
ボ
ア
ン
が
筋
肉
名
の
名
付
け
と
普
及
に
果
た
し
た
役
割
を
評
価
す
る
。

二
・
ボ
ア
ン
の
著
作
と
活
動
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ボ
ァ
ン
は
『
解
剖
劇
場
」
の
中
で
、
第
一
巻
で
腹
部
の
こ
の
筋
、
第
二
巻
で
胸
部
の
五
一
の
筋
、
第
三
巻
で
頭
部
の
五
五
の
筋
、

第
四
巻
で
四
肢
の
二
三
の
筋
、
合
計
二
三
一
の
筋
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
つ
の
筋
が
複
数
の
巻
で
重
複
し
て
記
述

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ボ
ァ
ン
が
識
別
し
て
い
る
筋
の
総
数
は
一
九
三
と
な
る
。
筋
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
同
様
の
位

置
や
作
用
対
象
を
持
つ
い
く
つ
か
の
筋
を
ま
と
め
て
一
つ
の
章
に
し
て
い
る
。
各
筋
の
記
述
は
一
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
ら
れ
、

そ
の
冒
頭
に
番
号
が
付
け
ら
れ
、
そ
の
直
後
に
多
く
の
場
合
、
筋
の
特
徴
を
示
す
語
句
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
四
巻
の

第
二
章
で
は
、
肘
の
筋
を
扱
っ
て
お
り
、
四
つ
の
筋
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
国
の
具
自
冒
日
国
の
ｇ
め
ｅ
昌
員
（
一
番
目
。
曲
げ
る
も
の
で
「
二
頭
の
」
と
呼
ば
れ
る
）

自
国
の
Ｒ
ｇ
自
日
い
①
巨
犀
煙
８
画
①
尻
三
番
目
。
曲
げ
る
も
の
す
な
わ
ち
「
上
腕
の
』

曰
艀
匡
騨
房
且
呂
冒
冒
冒
目
尻
の
弓
の
５
口
唱
的
（
三
番
目
。
す
な
わ
ち
伸
ば
す
も
の
の
一
番
目
、
す
な
わ
ち
「
長
い
二

宮
め
①
こ
の
罠
①
且
呂
冒
日
⑫
①
呂
邑
目
の
の
ご
①
耳
①
三
の
（
四
番
目
。
す
な
わ
ち
伸
ば
す
も
の
の
二
番
目
、
す
な
わ
ち
「
短
い
』

こ
こ
に
は
「
二
頭
の
」
や
「
上
腕
の
」
、
「
長
い
」
や
「
短
ど
と
い
う
語
句
が
現
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筋
肉
に
特
有
の
外
見
を
表
し
て

他
の
筋
と
区
別
す
る
際
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
句
は
す
べ
て
男
性
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
前
後
に

男
性
名
詞
で
あ
る
「
日
こ
め
２
盲
⑫
」
〈
筋
肉
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
各
筋
肉
の
特
徴
を
表
す
語
句
は
形
容
辞
（
ｇ
目
ｇ
と

し
て
「
日
扁
呂
旨
竺
を
修
飾
し
、
そ
の
た
め
に
男
性
形
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
「
伸
ば
す
も
の
の
一
番
目
」
の
よ

確
か
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

（
Ｈ
）

『
解
剖
劇
場
」
は
一
六
一
二
年
に
第
二
版
が
出
版
さ
れ
る
が
、
解
剖
図
が
な
い
点
で
第
一
版
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
第

一
版
を
考
察
の
対
象
と
し
、
第
二
版
に
つ
い
て
は
後
で
簡
単
に
触
れ
る
。

三
・
ボ
ァ
ン
に
お
け
る
筋
の
名
称
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う
に
序
数
を
用
い
て
同
種
の
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
筋
群
の
う
ち
何
番
目
に
あ
た
る
か
を
表
記
す
る
表
現
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
多
く
の
筋
に
対
し
て
使
わ
れ
る
。
上
肢
に
お
け
る
手
根
や
指
を
動
か
す
筋
、
顔
面
の
筋
な
ど
、
一
群
の
中
に
小
さ
な
筋
が
多
数
含
ま

れ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
筋
の
特
徴
を
示
す
形
容
辞
が
与
え
ら
れ
ず
、
序
数
を
用
い
て
表
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

各
筋
肉
の
特
徴
を
表
す
形
容
辞
は
多
く
の
場
合
は
「
ョ
５
２
冒
竺
を
省
略
し
て
単
独
で
使
用
さ
れ
、
ま
た
人
名
や
地
名
と
同
じ
よ
う

に
文
中
で
も
大
文
字
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
形
容
辞
は
そ
れ
自
体
で
個
々
の
筋
を
指
し
示
す
固
有
名
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
筋
の
特
徴
を
示
す
形
容
辞
を
形
容
詞
的
筋
肉
名
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
多
く
の
場
合
一
語
か
ら

な
る
が
、
二
語
一
組
で
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
対
を
な
す
形
容
詞
を
類
似
す
る
二
つ
の
筋
に
加
え
て
区
別
す
る
場
合
が
あ
る
。

付
加
的
な
形
容
訶
と
し
て
は
、
「
目
星
目
、
日
冒
○
己
（
大
・
小
）
、
「
の
§
①
１
胃
、
冒
貯
号
逗
（
上
・
下
）
、
「
①
罠
①
ｇ
こ
め
、
言
房
目
５
」

（
外
・
内
）
、
「
四
目
８
⑫
、
冒
豊
８
“
（
前
・
後
）
、
「
一
○
眉
巨
印
、
胃
①
ぐ
厘
（
長
・
短
）
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
解
剖
学
用
語
は
、
ラ
テ
ン
語
以
外
の
言
語
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

動
詞
や
前
置
詞
の
影
響
で
格
変
化
が
起
こ
る
こ
と
は
な
く
、
単
数
（
と
き
に
複
数
）
の
主
格
で
表
記
さ
れ
る
。
一
方
ボ
ァ
ン
の
形
容
詞

的
筋
肉
名
は
ラ
テ
ン
語
の
文
の
中
で
用
い
ら
れ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
他
の
名
詞
と
同
じ
よ
う
に
格
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

ボ
ア
ン
に
よ
る
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
大
き
く
次
の
四
種
類
に
分
類
で
き
る
。
〈
１
）
形
状
を
表
す
形
容
詞
に
よ
る
名
称
、
〈
２
）
位
置

を
表
す
名
詞
を
形
容
訶
化
さ
せ
た
名
称
、
〈
３
）
作
用
を
表
す
動
詞
を
変
形
さ
せ
形
容
詞
化
さ
せ
た
名
称
、
（
４
）
起
始
・
停
止
を
表
す

（
９
）

名
訶
を
組
み
合
わ
せ
形
容
詞
化
さ
せ
た
名
称
、
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
い
く
つ
か
男
性
単
数
主
格
の
形
で
列
挙
す

る
。
た
だ
し
「
日
星
日
、
目
弓
旦
（
大
・
小
）
な
ど
の
付
加
的
な
形
容
詞
は
省
略
す
る
。

〈
１
）
詞
言
日
ｇ
昼
の
い
（
ひ
し
形
の
筋
）
、
９
肖
匿
め
《
薄
い
筋
）
、
ぐ
嚴
冒
め
（
広
大
な
筋
）
、
ｐ
－
ｐ
二
胃
尉
〈
僧
帽
の
筋
）
、
辱
国
日
昼
四
房

（
錐
体
の
筋
）
、
艀
目
白
四
号
愚
扁
５
（
半
膜
状
の
筋
）
、
弓
胃
ｇ
⑫
〈
三
頭
の
筋
）
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（
１
）
に
お
い
て
は
「
ぐ
勝
冒
“
の
よ
う
に
形
状
を
示
す
形
容
詞
や
、
扇
の
目
日
①
白
耳
目
⑦
匡
竺
の
よ
う
に
名
詞
「
日
⑦
日
耳
匡
旦
（
膜
）

か
ら
作
ら
れ
た
形
容
詞
「
日
命
日
耳
目
①
匡
竺
（
膜
状
の
）
に
さ
ら
に
接
頭
辞
「
の
①
日
ご
〈
半
分
の
）
を
付
け
加
え
た
語
に
よ
っ
て
特
定
の

筋
を
表
し
て
い
る
。
（
２
）
で
は
名
訶
夛
国
目
旨
旦
か
ら
形
容
詞
田
国
呂
冨
呂
竺
を
作
る
よ
う
に
、
部
位
を
表
す
名
詞
を
変
形
さ

せ
た
語
に
よ
っ
て
筋
の
名
称
と
し
て
い
る
。
（
３
）
は
動
詞
に
由
来
す
る
。
「
目
四
目
目
号
〆
○
己
を
例
に
取
る
と
、
作
用
を
表
す
動
詞

国
①
局
旦
（
曲
げ
る
）
に
動
作
者
を
意
味
す
る
接
尾
辞
「
さ
ミ
砂
○
邑
を
加
え
た
冒
関
○
且
（
曲
げ
る
も
の
）
に
対
し
、
動
作
の
対
象
で

あ
る
己
侭
冒
旦
（
指
）
を
対
格
で
加
え
、
二
語
一
組
で
筋
を
特
定
す
る
形
容
辞
と
な
っ
て
い
る
。
「
三
目
の
昌
匡
巴
の
よ
う
に
一
語
の

場
合
も
あ
る
。
（
４
）
は
起
始
と
停
止
を
表
す
二
つ
の
名
訶
を
組
み
合
わ
せ
て
筋
の
存
在
す
る
位
置
・
範
囲
を
表
現
し
て
い
る
。

「
望
①
昌
○
ご
Ｃ
丘
①
○
⑫
（
胸
骨
か
ら
舌
骨
へ
の
筋
匡
を
例
に
取
る
と
、
最
初
に
起
始
の
部
位
で
あ
る
名
詞
「
鷺
①
昌
巨
且
〈
胸
骨
）
を
奪
格

形
「
鷺
①
ｇ
ｅ
で
表
し
て
「
～
か
ら
」
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
、
そ
れ
に
対
し
停
止
の
部
位
で
あ
る
名
詞
「
ご
○
己
①
○
“
（
舌
骨
）
を
加

え
て
一
語
の
形
容
辞
と
な
っ
て
い
る
。
格
変
化
は
後
半
の
停
止
を
表
す
部
分
に
起
こ
り
、
前
半
の
起
始
を
表
す
部
分
は
変
化
し
な
い
。

そ
の
た
め
起
始
を
表
す
前
半
部
分
は
常
に
「
～
か
ら
」
と
い
う
意
味
を
保
持
し
続
け
る
。
こ
の
よ
う
な
名
称
は
主
と
し
て
舌
骨
や
舌
、

喉
頭
周
辺
の
筋
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
弓
①
ョ
９
国
房
（
こ
め
か
み
の
筋
）
、
闇
ｇ
ｏ
且
房
〈
胸
の
筋
）
、
野
．
“
呂
冒
①
匡
切
（
上
腕
の
筋
）
、
ｇ
の
貢
Ｃ
ｇ
目
言
い
（
ふ
く
ら
は
ぎ

の
筋
）
、
匡
胃
５
〈
腸
骨
の
筋
）
、
普
房
、
ｇ
昌
昌
の
（
肩
甲
骨
の
下
の
筋
）
、
智
月
日
の
ｏ
ｇ
三
目
め
（
肩
甲
骨
の
上
の
筋
）

〈
３
）
三
目
の
貝
冒
⑳
（
咬
む
筋
）
、
目
四
目
日
時
濁
貝
（
指
を
曲
げ
る
筋
）
、
国
四
目
日
席
口
の
日
（
指
を
伸
ば
す
筋
）
、
８
ｓ
胃
①
国
の
日

（
手
根
を
伸
ば
す
筋
）
、
冒
冒
日
四
員
宮
門
（
尻
を
動
か
す
筋
）

（
４
）
Ｒ
国
ざ
但
○
閉
扁
（
角
か
ら
舌
へ
の
筋
）
、
９
国
８
耳
○
昼
⑦
巨
⑫
（
烏
口
か
ら
舌
骨
へ
の
筋
）
、
藤
ｇ
ｏ
盲
日
冒
め
（
仙
骨
か
ら
腰
へ
の

筋
）
、
聾
角
ｇ
ｇ
ｇ
号
吊
（
胸
骨
か
ら
舌
骨
へ
の
筋
）
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『
人
体
構
造
論
』
で
も
『
解
剖
劇
場
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
扱
い
も
類
似
し
て
い
る
。
筋
を
作
用
対

象
と
位
置
に
よ
っ
て
分
類
し
て
一
つ
の
章
に
ま
と
め
、
そ
の
中
で
は
個
々
の
筋
に
対
し
て
個
別
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

パ
ラ
グ
ラ
フ
の
冒
頭
で
序
数
を
用
い
て
何
番
目
に
あ
た
る
か
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
直
後
の
文
中
で
形
容
詞
的
筋
肉
名
が
提
示
さ
れ
る
。

ま
た
手
根
や
指
を
動
か
す
筋
や
顔
面
の
筋
な
ど
に
は
や
は
り
序
数
の
み
が
用
い
ら
れ
、
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
な
い
。
形
容
訶
的
筋
肉
名

に
関
し
て
両
著
作
で
異
な
る
の
は
殿
部
の
筋
と
頬
の
筋
の
み
で
あ
る
。
『
人
体
構
造
論
」
に
お
い
て
殿
部
の
筋
は
「
ｚ
胃
旨
日
呂
ｇ
ｏ
ご

〈
尻
を
動
か
す
筋
）
、
頬
の
筋
は
「
酉
冒
且
匡
“
（
丸
い
筋
匡
で
あ
り
、
『
解
剖
劇
場
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
日
三
国
①
房
」
（
尻
の
筋
）
と

田
匡
月
冒
呉
日
〈
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
筋
）
」
と
な
っ
て
い
る
。

両
著
作
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
序
数
に
よ
る
筋
の
番
号
付
け
は
、
筋
の
分
類
と
関
係
し
て
い
る
。
ボ
ア
ン
は
筋
を
そ
の
作
用
す
る
対

象
（
上
腕
や
頚
な
ど
）
や
作
用
の
種
類
（
屈
曲
や
伸
展
な
ど
）
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
章
を
立
て
、
そ
の
上
で
各
筋
肉

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
く
。
そ
の
際
複
数
の
筋
が
同
一
の
作
用
対
象
・
作
用
種
類
を
持
つ
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
る
た
め
に
、
同
一
の

章
で
複
数
の
筋
に
つ
い
て
記
述
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
該
の
章
で
扱
う
筋
肉
の
何
番
目
か
を
序
数
を
用
い
て
指
示
し
、
各
筋
を
区
別
し

『
人
体
構
造
論
』
と
「
解
剖
劇
場
」
に
お
け
る
序
数
の
割
り
当
て
方
を
そ
れ
に
対
応
す
る
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
基
準
に
比
較
す
る
と
、

異
な
っ
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
同
一
の
分
類
・
序
数
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ボ
ァ
ン
の
解
剖
学
の
著
作
と
し
て
は
初
期
に
あ
た
る
『
人
体
構
造
論
」
と
後
期
の
『
解
剖
劇
場
』
で
用
い
ら
れ
る
名
称

を
比
較
す
る
と
、
両
著
で
用
い
ら
れ
る
名
称
は
形
容
詞
的
筋
肉
名
・
序
数
に
よ
る
名
称
と
も
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
ボ
ア
ン
は
一
貫

し
て
同
じ
名
称
を
用
い
た
と
言
え
る
。

て
い
る
の
で
あ
る
。

『
人
体
構
造
論
』
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ボ
ァ
ン
の
頃
に
は
多
く
の
解
剖
学
書
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
筋
肉
名
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。
ボ
ア
ン
は

他
の
解
剖
学
者
に
よ
る
筋
肉
名
に
注
意
を
向
け
、
著
作
の
中
で
言
及
し
て
い
る
。
以
下
で
は
ボ
ア
ン
の
著
作
に
含
ま
れ
る
情
報
か
ら
、

当
時
の
解
剖
学
者
が
用
い
た
筋
肉
名
を
ボ
ア
ン
の
も
の
と
比
較
す
る
。

『
人
体
構
造
論
」
で
は
各
筋
を
説
明
す
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
末
尾
で
、
他
の
解
剖
学
者
に
よ
っ
て
当
該
の
筋
が
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い

た
か
を
紹
介
し
て
い
る
。
主
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
コ
ロ
ン
ボ
角
ｇ
丘
Ｃ
９
さ
日
９
８
．
勗
己
‐
固
＄
）
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
扇
号
局
房
扁

團
言
弓
さ
ゞ
勗
鴎
‐
扇
ｓ
）
が
扱
わ
れ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
に
つ
い
て
は
「
三
目
め
日
冒
竺
（
咬
む
筋
）
が
「
冨
閉
の
①
房
吊
吻
」
《
ギ
リ
シ
ア
語
で

「
咬
む
た
め
の
」
の
意
）
、
「
弓
①
日
９
門
農
巴
（
こ
め
か
み
の
筋
）
が
「
Ｑ
○
日
目
冒
旦
（
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
こ
め
か
み
の
」
の
意
」
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

『
解
剖
劇
場
」
で
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
冒
頭
で
人
体
諸
部
分
の
構
造
の
名
称
を
提
示
し
た
直
後
に
註
記
号
が
付
さ
れ
、
そ
の
記
号
に
対
応

す
る
註
の
本
文
が
欄
外
に
置
か
れ
て
い
る
。
註
の
本
文
で
は
他
の
解
剖
学
害
に
お
い
て
当
該
の
構
造
が
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
か

を
紹
介
し
て
い
る
。
言
及
さ
れ
る
解
剖
学
者
の
数
は
「
人
体
構
造
論
」
と
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
コ
ロ
ン
ボ
、

フ
ァ
ロ
ヅ
ピ
オ
、
プ
ラ
ッ
タ
ー
弓
①
冒
国
四
茸
胃
Ｌ
留
守
忘
医
）
、
ピ
ッ
コ
ロ
ミ
ニ
（
シ
月
冨
邑
鴨
さ
型
の
８
盲
目
目
、
夙
鵠
‐
届
霞
）
、
ア
ラ

ン
ッ
ィ
オ
（
の
旨
言
序
思
昂
少
目
自
国
ぢ
ゞ
届
曽
‐
嗣
鼈
）
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
（
シ
且
昂
尉
冒
匡
吊
昌
５
屈
麗
‐
」
ｇ
望
、
フ
ァ
ブ
リ
キ
ウ

ス
（
蜀
号
円
冒
５
号
ン
Ｐ
こ
い
ロ
①
弓
号
昌
ゆ
届
閨
‐
ぶ
ら
）
、
カ
ッ
セ
リ
オ
（
国
巳
さ
○
閉
め
角
冒
↓
扇
紹
‐
屋
忘
）
、
フ
ッ
ク
ス
Ｐ
ｇ
三
富
貝

司
月
冨
．
圃
白
‐
届
急
）
、
ゼ
ル
ビ
（
の
号
ユ
ュ
①
号
国
胃
匡
》
雇
溢
‐
勗
呂
）
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
ロ
月
８
５
ｍ
淫
二
房
》
庭
園
‐
嗣
閉
）
、
ガ
レ
ノ

ス
、
ヒ
ヅ
ポ
ク
ラ
テ
ス
な
ど
の
古
今
の
解
剖
学
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
ガ
レ
ノ
ス
に
つ
い
て
は
章
題
の
す
ぐ
後
に
当
該
の

部
位
に
つ
い
て
ガ
レ
ノ
ス
が
記
述
し
て
い
る
書
名
や
巻
・
章
が
示
さ
れ
て
お
り
、
用
語
や
説
明
を
容
易
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

四
．
ボ
ア
ン
以
前
の
筋
肉
名
と
の
比
較
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い
る
。
た
だ
し
筋
の
名
称
に
関
し
て
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
コ
ロ
ン
ボ
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
、
プ
ラ
ッ
タ
ー
、
ピ
ヅ
コ
ロ
ミ
ニ
、
ラ
ウ
レ
ン

テ
ィ
ウ
ス
に
対
し
て
の
言
及
が
多
く
、
そ
の
他
の
解
剖
学
者
に
対
す
る
言
及
は
数
回
の
み
で
あ
る
。

ボ
ア
ン
が
以
上
の
よ
う
な
形
で
記
述
し
た
情
報
か
ら
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
の
多
く
の
解
剖
学
者
は
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
用
い
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
ボ
ア
ン
が
田
の
胃
煙
冒
の
目
冒
邑
（
鋸
状
の
小
さ
な
筋
）
と
記
す
筋
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
フ

ァ
ロ
ヅ
ピ
オ
、
ピ
ヅ
コ
ロ
ミ
ニ
に
お
い
て
は
「
肩
を
動
か
す
一
番
目
」
、
コ
ロ
ン
ボ
、
プ
ラ
ッ
タ
ー
で
は
「
肩
を
動
か
す
二
番
目
」
と
記

述
さ
れ
て
お
り
、
序
数
に
よ
っ
て
個
々
の
筋
肉
が
指
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ボ
ア
ン
は
必
ず
し
も
そ
の
解
剖
学
者
が
用
い
た
表
現
そ
の
も
の
を
記
述
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
実
際
ボ
ア
ン
が
取
り
上
げ
る
解
剖
学
者
の
著
作
を
見
る
と
、
多
く
は
、
ボ
ァ
ン
と
同
じ
く
作
用
す
る
対
象
や
作
用
の
種
類

に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
章
を
立
て
て
筋
肉
を
記
述
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
一
つ
の
章
に
お
い
て
複
数
の
筋
が
記
述
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
や
コ
ロ
ン
ボ
は
記
述
す
る
順
番
に
従
っ
て
「
一
番
目
」
、
「
二
番
目
」
と
い
う
表
現
を
割
り
当
て
、
各

筋
肉
を
区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
は
形
容
詞
的
筋
肉
名
や
序
数
を
用
い
ず
、
筋
の
特
徴
の
み
を
羅
列
的
に
記
述
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
ボ
ア
ン
は
フ
ァ
ロ
ヅ
ピ
オ
の
よ
う
な
場
合
で
も
そ
の
記
述
さ
れ
る
順
番
に
従
っ
て
．
番
目
」
、
「
二
番
目
」
と
記

（
Ⅱ
）

し
て
い
る
が
、
実
際
は
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
自
身
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。

ボ
ア
ン
が
形
容
詞
的
筋
肉
の
ほ
か
に
序
数
を
用
い
て
個
々
の
筋
肉
を
指
示
す
る
の
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
当
時
の
他
の
解
剖
学

（
Ⅲ
）

者
と
流
儀
に
従
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
で
は
ボ
ア
ン
以
前
に
形
容
訶
的
筋
肉
名
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

主
に
序
数
に
よ
っ
て
各
筋
肉
を
区
別
し
て
い
た
解
剖
学
者
た
ち
も
一
部
で
は
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
際
は
ガ
レ

ノ
ス
が
用
い
た
名
称
を
流
用
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
例
に
取
る
と
、
ガ
レ
ノ
ス
が
用
い
た
ギ
リ
シ
ア
語
の
形
容
辞
を
ラ
テ
ン
語

に
訳
し
、
弓
円
冒
⑫
号
号
ヨ
ヨ
且
（
腹
部
の
真
っ
直
ぐ
な
筋
）
、
「
ン
ｇ
ｏ
白
目
⑫
Ｃ
９
名
の
煙
閂
の
目
①
易
」
〈
腹
部
の
斜
め
に
上
向
す
る
筋
）
、

「
シ
ｇ
○
日
目
の
ｏ
ｇ
ｇ
①
烏
鷺
の
目
ｇ
砂
」
〈
腹
部
の
斜
め
に
下
向
す
る
筋
）
、
「
自
国
易
く
①
易
扁
四
ｇ
ｏ
白
目
め
」
（
腹
部
の
横
走
す
る
筋
）
、
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ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
「
解
剖
学
著
作
」
（
○
月
国
自
画
ｇ
目
８
ゞ
扇
歸
）
で
は
筋
は
序
数
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
形
容
訶
的
筋
肉
名
は

伝
統
的
な
腹
部
の
筋
と
咀
噌
筋
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
「
解
剖
学
誌
」
に
お
い
て
は
ボ
ア
ン
と
同
じ
用
語
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
『
解
剖
学
著
作
」
の
執
筆
以
降
に
『
人
体
構
造
論
』
な
ど
の
ボ
ア
ン
の
著
作
を
読
み
、
そ
の
用

語
を
借
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
て
先
取
権
を
、

実
際
は
逆
で
あ
る
ｃ

「
三
目
ｇ
『
旨
巴
（
咬
む
筋
）
、
「
弓
の
日
９
国
房
」
き
め
か
み
の
筋
）
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
。
ボ
ア
ン
を
始
め
同
時
代
の
他
の
解
剖

学
者
も
腹
部
の
筋
と
咀
噌
に
関
係
す
る
筋
は
同
様
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。

以
上
の
名
称
以
外
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
の
使
用
者
と
し
て
注
意
を
要
す
る
解
剖
学
者
が
二
名
い
る
。

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
『
解
剖
学
誌
』
（
雷
め
さ
昌
煙
目
ｇ
目
８
ゞ
届
ｇ
）
に
お
い
て
多
く
の
筋
に
対
し
て
ボ
ア
ン
と
同
じ
形
容
詞
的
筋

肉
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
『
解
剖
劇
場
」
の
欄
外
註
の
情
報
か
ら
分
か
る
。
ボ
ア
ン
自
身
は
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
用
い
る
名
称
に

つ
い
て
先
取
権
を
主
張
し
て
お
ら
ず
、
ボ
ア
ン
の
用
い
る
名
称
の
起
源
は
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
だ
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

も
う
一
人
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
。
ボ
ァ
ン
が
弓
匡
２
房
『
且
（
僧
帽
の
筋
）
呼
ぶ
筋
が
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
で
は
弓
国
胃
融
冒
如
」

（
台
形
の
筋
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
『
解
剖
劇
場
」
で
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
の
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
用
い
た
筋
の
名
称
に
つ
い
て

（
旧
）

は
舌
や
喉
頭
の
筋
に
対
す
る
序
数
に
よ
る
表
現
を
十
個
ば
か
り
記
す
だ
け
で
あ
る
。

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
筋
肉
名
に
つ
い
て
の
以
上
の
情
報
か
ら
は
、
取
り
上
げ
る
べ
き
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
一
つ
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外

の
筋
は
特
に
名
称
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
を
抱
く
。

し
か
し
実
際
に
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
は
多
く
の
筋
を
形
容
辞
に
よ
っ
て
表
し
、
し
か
も
多
く
は
ボ
ア
ン
が
用
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
一
だ
っ
た
。

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
学
に
関
す
る
主
著
「
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
お
よ
び
ガ
レ
ノ
ス
生
理
学
の
解
剖
学
的
部
分
に
対
す
る
梗
概
」
（
宮

窪
ｇ
自
国
房
２
Ｓ
帝
国
目
ご
め
巨
○
唱
騨
①
冒
員
⑦
白
目
昌
○
目
８
日
勗
緒
Ｃ
鴨
』
詔
巴
（
以
下
で
は
『
梗
概
」
と
表
記
）
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
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（
胴
）

筋
肉
に
対
し
て
新
た
な
名
前
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
試
み
に
つ
い
て
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
自
身
が
説
明
し
て
い
る
。

「
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ガ
レ
ノ
ス
を
模
し
て
、
‐
会
話
の
簡
潔
さ
と
事
物
の
明
蜥
さ
の
た
め
に
、
あ
る
部
分
、
特
に
静
脈
、
動
脈
、

神
経
、
筋
肉
に
お
い
て
新
た
な
名
前
に
我
々
は
興
じ
た
。
仮
に
こ
れ
ら
の
医
学
の
頂
点
に
立
つ
父
が
言
及
さ
れ
て
い
る
諸
部
分
を
、

事
物
の
本
質
あ
る
い
は
偶
有
性
質
に
類
似
す
る
も
の
、
ま
た
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
も
の
か
ら
取
ら
れ
た
固
有
の
名
称
に
よ
っ
て

よ
り
わ
か
り
や
す
く
与
え
る
こ
と
に
気
を
留
め
て
い
た
な
ら
ば
（
彼
ら
は
他
の
も
の
に
対
し
て
［
名
前
を
］
つ
け
る
こ
と
を
厭
っ

て
い
な
い
の
だ
か
ら
）
、
我
々
は
こ
の
作
業
を
せ
ず
に
す
ん
だ
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
個
々
の
骨
、
骨
の
多
く
の
場
所
、
ま
た
骨
の
連

（
Ｍ
）

結
や
あ
る
種
の
骨
の
集
合
す
ら
も
適
切
な
名
前
で
記
述
し
た
の
で
あ
る
か
ら
。
」

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
は
形
容
詞
や
動
詞
か
ら
派
生
さ
せ
た
修
飾
語
に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
を
表
し
、
個
々
の
筋
肉
の
名
称
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
粋
巴
①
匡
巨
印
」
（
不
等
辺
三
角
形
の
筋
）
、
扇
①
貝
四
言
の
」
（
鋸
状
の
筋
）
、
扇
９
日
ｇ
丘
①
い
」
（
ひ
し
形
の
筋
）
、
「
ｚ
農
匡
日
四
日
言
局
①
め
」

〈
尻
を
動
か
す
筋
）
、
曰
①
ご
画
８
己
（
持
ち
上
げ
る
筋
）
、
弓
の
。
８
３
房
」
（
胸
の
筋
）
、
田
国
８
国
①
宮
ど
く
上
腕
の
筋
）
、
口
貝
①
局
８
の
区
①
ど

｛
旧
）

（
肋
間
の
筋
）
な
ど
、
多
く
の
筋
名
を
新
た
に
名
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
筋
肉
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
名
前
を
与
え
た
の
で

は
な
く
、
記
述
し
て
い
る
百
五
十
あ
ま
り
の
筋
の
う
ち
六
十
の
筋
に
つ
い
て
は
名
称
が
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
作
用
対
象
や
作
用
の
種
類
、

作
用
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
筋
肉
名
の
命
名
法
は
、
前
節
で
ボ
ア
ン
の
名
称
を
分
類
し
た
四
種
類
の
う
ち
、
最
初
の
三
種
類
に
相
当
す
る
。
ボ

ア
ン
は
形
状
や
位
置
、
作
用
に
基
づ
く
形
容
訶
的
筋
肉
名
の
多
く
を
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
用
い
た
表
現
か
ら
流
用
し
、
ま
た
シ
ル
ヴ
ィ
ウ

ス
の
命
名
法
を
引
き
継
い
で
新
た
な
名
前
を
作
り
出
し
て
い
る
。
他
方
、
起
始
と
停
止
に
よ
る
命
名
は
ボ
ア
ン
特
有
の
も
の
で
あ
り
、

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
が
名
前
を
与
え
な
か
っ
た
多
く
の
筋
に
対
し
て
筋
の
特
徴
を
表
す

名
称
が
与
え
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
身
の
筋
が
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
こ
の
命
名
法
も
ボ
ア
ン
の
完
全
な
独
創
と
は
言
い
難
く
、
原
型
と
な
る
も
の
は
は
ボ
ア
ン
以
前
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
シ
ル
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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
の
多
く
の
解
剖
学
者
は
序
数
を
用
い
る
命
名
法
に
つ
い
て
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
踏
襲
し
た
の
だ
が
、
番
号
付
け

の
順
序
に
関
し
て
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
同
じ
章
の
中
で
扱
わ
れ
る
個
々
の
筋
を
序
数
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
た
が
、
序
数

に
よ
っ
て
は
筋
そ
の
も
の
の
特
徴
は
表
現
さ
れ
ず
、
著
者
が
同
一
の
類
に
属
す
る
筋
肉
を
提
示
し
て
い
く
際
に
何
番
目
に
数
え
上
げ
て

い
る
か
が
表
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
各
解
剖
学
者
は
窓
意
的
に
番
号
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
著
者
間
で
異
な
る
序
数
が
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
一
つ
の
筋
に
対
し
て
複
数
の
名
称
、
し
か
も
序
数
の
順
序
付
け
が
異
な
る
だ
け
の
判
別
の
困
難
な

一
番
目
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

序
数
は
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
。

ヴ
ィ
ウ
ス
は
舌
骨
上
筋
群
・
舌
骨
下
筋
群
・
舌
筋
・
喉
頭
筋
に
対
し
て
特
定
の
名
称
を
与
え
ず
、
起
始
と
停
止
だ
け
を
簡
単
に
説
明
し

て
い
た
。
そ
の
際
は
前
置
詞
「
ど
（
か
ら
）
と
「
且
（
へ
）
を
用
い
て
、
文
章
に
よ
っ
て
起
始
・
停
止
を
表
し
て
い
た
。
他
の
解
剖
学

者
に
お
い
て
も
筋
の
説
明
に
際
し
起
始
・
停
止
の
情
報
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ア
ン
は
起
始
と
停
止
と
い
う
解
剖
学
書
に
お

い
て
よ
く
用
い
ら
れ
た
説
明
に
基
づ
い
て
筋
を
表
そ
う
と
し
、
一
語
に
よ
っ
て
起
始
と
停
止
を
示
す
名
称
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

ボ
ァ
ン
の
著
作
に
盛
り
込
ま
れ
た
他
の
解
剖
学
害
で
使
わ
れ
た
名
称
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
と
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ

ス
以
外
の
解
剖
学
者
は
全
身
の
筋
に
対
し
て
形
容
辞
を
用
い
ず
、
序
数
を
与
え
る
だ
け
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
序
数
の
つ
け
方
は
著
者
間
で
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
同
様
に
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
ボ
ア

（
川
）

ン
が
厨
曾
国
冒
“
日
冒
○
こ
（
鋸
状
の
小
さ
な
筋
）
と
呼
ぶ
筋
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
、
ピ
ッ
コ
ロ
ミ
ニ
で
は
「
肩
甲
を
動

か
す
一
番
目
」
、
コ
ロ
ン
ボ
、
プ
ラ
ヅ
タ
ー
で
は
「
肩
甲
を
動
か
す
二
番
目
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ボ
ア
ン
が

（
げ
）

「
ｇ
ｏ
呈
昌
⑫
」
と
呼
ぶ
筋
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
で
は
「
肩
甲
を
動
か
す
二
番
目
」
、
コ
ロ
ン
ボ
で
は
「
肩
甲
を
動
か
す

一
番
目
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
解
剖
学
者
間
で
筋
を
記
述
す
る
順
番
、
従
っ
て
筋
を
区
別
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る

五
．
ボ
ァ
ン
以
前
の
解
剖
学
者
に
お
け
る
筋
の
名
称
の
混
乱
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名
称
が
氾
濫
す
る
よ
う
に
な
る
。

な
ぜ
な
ら
ボ
ア
ン
は
自
ら
が
形
容
辞
に
よ
っ
て
表
す
筋
肉
が
他
の
解
剖
学
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
お
り
、

こ
の
情
報
に
よ
っ
て
各
解
剖
学
者
に
よ
る
筋
の
表
現
が
ボ
ア
ン
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
と
一
対
一
に
対
応
付
け
ら
れ
る
。
形
容
詞
的
筋
肉
名

と
対
応
付
け
る
こ
と
で
、
当
時
氾
濫
し
て
い
た
多
く
の
呼
び
名
が
一
つ
の
名
称
の
も
と
に
統
合
き
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
の
解
消
は
、
複
数
の
著
者
間
で
の
同
一
対
象
を
表
す
名
称
の
違
い
に
注
意
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
註
に
列
挙

（
鵬
）

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ボ
ア
ン
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
他
の
著
作
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
一
五
九
一
年
に
出
版
さ

れ
た
『
解
剖
学
ｌ
人
体
の
外
部
の
呼
称
、
記
述
、
ま
た
詳
細
な
説
明
を
含
む
」
（
シ
目
８
日
＄
”
国
営
①
目
胃
巨
日
冒
日
画
昌
８
日
○
国
印

冨
昌
屋
日
勤
ｇ
①
旨
号
国
①
昌
号
印
目
目
○
画
①
冒
陣
①
〆
巳
８
号
己
の
日
四
ｇ
員
煙
冨
昌
８
目
口
ｇ
⑫
）
で
は
、
多
く
の
著
作
家
に
お
け
る
人
体
各

部
の
名
称
に
つ
い
て
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
神
経
や
血
管
な
ど
の
人
体
内
部
の
構
造
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
額

や
眉
間
、
胸
、
腹
な
ど
の
人
体
外
部
の
大
ま
か
な
部
分
を
対
象
と
し
、
ホ
メ
ロ
ス
、
ヒ
ヅ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ア
リ
ス
テ
レ
ス
、
キ
ヶ
ロ
、

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
な
ど
の
古
代
の
詩
人
・
哲
学
者
・
医
者
、
あ
る
い
は
近
代
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
、
コ
ロ
ン
ボ
、
フ
ァ
ロ
ッ

ピ
オ
な
ど
古
今
の
様
々
な
分
野
の
著
述
家
に
お
け
る
人
体
各
部
の
名
称
を
列
挙
・
併
置
し
て
い
る
。
例
え
ば
手
の
第
一
指
に
つ
い
て
は
、

ポ
ル
ク
ス
は
「
９
国
涌
后
」
、
ヒ
ヅ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
焉
首
の
ｇ
胃
昌
。
巴
、
キ
ヶ
ロ
を
代
表
と
す
る
多
く
の
ラ
テ

（
Ⅱ
）

ン
語
著
作
家
は
百
○
斤
ど
、
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ス
は
「
冨
盲
〆
、
冨
盲
巴
と
呼
ん
で
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
筋
肉
名
の
場
合
と
同
じ
く
、

こ
の
著
作
に
お
い
て
も
ボ
ア
ン
は
多
様
な
名
称
の
存
在
に
大
き
な
関
心
を
示
し
、
各
名
称
を
同
じ
項
目
の
中
で
列
挙
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
を
同
一
の
対
象
に
対
す
る
異
な
る
表
現
と
し
て
対
応
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
混
乱
の
解
決
も
行
わ
れ
て
い
る
。

他
の
解
剖
学
者
の
用
い
た
名
称
を
ボ
ア
ン
が
列
挙
し
た
こ
と
に
よ
り
、
筋
肉
名
が
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
た
が
、
こ
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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
で
は
全
身
の
筋
は
そ
の
外
縁
が
実
線
に
よ
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
筋
同
士
の
境
界
が

明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
分
節
化
さ
れ
て
い
る
。
分
節
化
さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
筋
に
対
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
一
文
字
の

記
号
を
付
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
中
に
お
い
て
各
構
造
が
記
述
さ
れ
る
箇
所
に
は
註
記
号
が
付
さ
れ
、
そ
の
記
号
に
対
応
す
る
欄
外

註
で
は
図
版
の
番
号
と
図
版
内
で
当
該
の
部
位
に
付
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
指
示
き
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
読
者
は
文
章
で
説
明

さ
れ
て
い
る
部
位
を
精
確
な
図
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
図
に
記
号
を
付
し
、
説
明
の
際
に
そ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
は
『
人

（
配
）

体
構
造
論
」
を
作
る
う
え
で
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
自
身
が
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
は
『
人
体
構
造
論
」
全
巻
を
通
し
て
徹
底
さ
れ

ボ
ア
ン
『
人
体
構
造
論
」
そ
の
も
の
に
は
図
は
な
い
が
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
人
体
構
造
論
」
の
解
剖
図
の
存
在
を
前
提
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
。
ボ
ア
ン
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
最
初
に
筋
の
名
称
を
提
示
し
、
筋
名
の
す
ぐ
後
に
括
弧
書
き
で
当
該
の
筋
が
描
か
れ
て
い
る

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
図
と
そ
の
筋
に
付
さ
れ
た
記
号
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
情
報
か
ら
読
者
は
ボ
ア
ン
が
記
述
し
て
い
る
筋
を
ヴ
ェ

サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
の
上
で
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

ポ
ァ
ン
の
解
剖
学
書
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
は
「
解
剖
さ
れ
た
人
体
を

（
型
）

自
然
の
造
詣
を
学
ぶ
人
々
の
目
の
前
に
お
く
か
の
よ
う
に
」
人
体
の
各
部
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
精
密
さ
は
過
去
に
例
を
見
な
か
っ
た
。

筋
肉
に
つ
い
て
も
彼
以
前
に
筋
の
解
剖
図
を
描
い
た
ベ
レ
ン
ガ
リ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
田
閏
ｇ
鴇
号
目
９
吋
宮
ゞ
８
．
辰
ｇ
‐
８
』
認
ｅ

と
比
べ
て
、
識
別
さ
れ
て
描
か
れ
た
筋
の
数
は
は
る
か
に
多
く
、
ま
た
描
写
も
精
綴
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
十
四
枚
の
全
身
筋
肉

図
と
多
数
の
部
分
図
を
用
い
て
全
身
の
筋
を
描
き
、
こ
の
解
剖
図
の
視
認
性
を
武
器
に
、
各
筋
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
記
述
し
た
の

て
い
る
。

（
副
）

で
あ
る
。

六
．
解
剖
図
に
よ
る
筋
肉
の
提
示
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一
方
『
解
剖
劇
場
』
に
は
解
剖
図
が
あ
る
。
ボ
ア
ン
の
図
は
人
体
の
一
部
の
み
を
描
い
た
部
分
図
が
多
く
、
一
見
す
る
と
全
身
図
を

多
用
し
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
は
ポ
ァ
ン
独
自
の
図
で
は
な
く
、
他
の
解
剖
学

者
の
図
を
再
利
用
し
て
い
る
。
筋
肉
の
図
は
ほ
と
ん
ど
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
全
身
図
の
一
部
を
切
取
り
、
部
分
図
へ
と
作
り
変
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
部
分
図
で
描
か
れ
た
各
筋
に
対
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
一
文
字
の
記
号
が
付
さ
れ
、
本
文
中
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
冒
頭
で

筋
の
名
称
を
提
示
し
た
直
後
に
、
括
弧
書
き
で
当
該
の
筋
が
描
か
れ
た
図
と
記
号
が
指
示
き
れ
て
い
る
。
読
者
は
「
解
剖
劇
場
」
の
中

で
、
ボ
ア
ン
が
記
述
す
る
筋
と
そ
れ
が
指
す
対
象
を
図
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ボ
ア
ン
に
お
い
て
筋
肉
の
名
称
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
図
と
対
応
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
自
体
は
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
と
比
べ
て
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
解
剖
図
と
対
応
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
形
容
詞
的
筋
肉
名
で
あ
る
と
い
う

点
で
そ
れ
以
前
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
『
梗
概
」
は
解
剖
図
を
持
た
ず
、
他
の
解
剖
学
害
の
解
剖
図
に
対
す
る
言
及
も
な
い
。
そ
の
た
め
に
シ
ル
ヴ
ィ
ウ

ス
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
が
指
す
対
象
は
実
際
に
解
剖
の
現
場
に
立
ち
会
わ
な
い
限
り
は
明
確
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
自
身
が
名
称
を
解
剖
図
に
対
応
さ
せ
て
出
版
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
実
際
の
人
体
で
の
観
察
を
尊
重
し
て
い
た
。

「
私
は
骨
の
絵
を
そ
の
名
前
と
と
も
に
こ
こ
に
印
刷
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
正
し
く
な
い
比
率
で
作
ら
れ
、
ま
た

喧
伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
多
く
の
影
で
暖
昧
に
さ
れ
た
線
描
に
よ
っ
て
十
分
に
学
べ
ず
に
無
駄
か
つ
徒
労
に
終
わ
る
よ
り
は
、
そ

の
場
で
手
に
取
っ
て
行
わ
れ
る
自
然
の
研
究
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
に
よ
っ
て
骨
自
体
が
目
撃
さ
れ
、
考
盧
き
れ
、
判
断
さ
れ
、

（
鋤
）

確
証
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
を
好
む
か
ら
で
あ
る
。
」

一
方
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
著
作
で
は
解
剖
図
と
各
部
位
に
付
さ
れ
た
記
号
に
よ
っ
て
読
者
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
著
作
内
で
言
及
さ
れ

て
い
る
構
造
を
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
書
物
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
情
報
の
量
、
そ
し
て
記
述
内
容
の
理
解
の
し
や
す
さ
と
い
う
点
で

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
。
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ボ
ァ
ン
は
多
様
な
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
現
状
に
際
し
、
記
憶
と
会
話
に
と
っ
て
簡
便
な
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
採
用
し
、
解
剖
図
と

筋
の
名
称
を
対
応
付
け
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
は
そ
の
名
称
が
指
示
す
る
対
象
を
書
物
上
で
視
覚
的
に
確
認
で
き
た
。
ま
た
筋
の
形

し
か
し
い
っ
た
ん
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
著
作
か
ら
離
れ
る
と
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
用
語
は
不
便
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
脊
柱
を
動
か
す
十

六
番
目
」
と
い
う
名
称
だ
け
か
ら
当
時
の
読
者
は
即
座
に
ど
の
筋
の
こ
と
か
分
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
分
か
ら
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
ま
た
「
脊
柱
を
動
か
す
十
六
番
目
」
と
い
う
表
現
と
「
脊
柱
を
動
か
す
十
七
番
目
」
と
い
う
表
現
を
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

す
対
象
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
両
者
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
分
か
る
の
は
著
者
が
二
つ
の
筋
を
区
別

し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
同
じ
作
用
を
持
つ
筋
の
十
六
番
目
と
十
七
番
目
に
数
え
上
げ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
の
本
が
手
元
に
あ
る
か
ら
こ
そ
序
数
で
表
さ
れ
る
各
筋
の
指
す
対
象
を
解
剖
図
で
確
認
で
き
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
記
述
を
理

解
で
き
る
の
で
あ
る
。
序
数
に
よ
る
表
現
は
解
剖
図
・
解
剖
学
書
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
使
い
に
く
い
名
称
な
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ボ
や
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
な
ど
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
の
解
剖
学
書
を
読
む
場
合
に
は
、
さ
ら
に
困
っ
た
事
態
が
起
き
た
で
あ
ろ

う
。
彼
ら
の
著
作
に
は
図
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
言
及
さ
れ
て
い
る
筋
肉
を
著
作
の
中
で
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
各
解
剖
学

者
が
同
じ
順
序
で
筋
を
記
述
し
て
い
な
い
た
め
に
、
同
じ
筋
を
指
す
場
合
に
「
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
肩
甲
を
動
か
す
第
一
番
目
の

筋
肉
」
と
「
コ
ロ
ン
ボ
に
お
け
る
肩
甲
を
動
か
す
第
二
番
目
の
筋
肉
」
と
い
う
表
現
を
用
い
な
け
れ
ば
、
音
声
や
文
字
だ
け
で
ど
の
筋

を
指
示
し
て
い
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
は
序
数
に
よ
る
表
現
が
使
い
に
く
い
も
の
だ
と
は
っ
き
り
と
述
べ
、
「
会
話
の
簡
潔
ざ
と
事
物
の
明
蜥
さ
」
あ
る
い
は

（
割
）

「
事
物
の
明
蜥
さ
と
記
憶
の
簡
便
さ
」
の
た
め
に
新
た
な
名
前
を
作
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
言
葉
の
裏
に
は
、
筋
肉

名
と
し
て
は
多
様
な
表
現
が
可
能
で
あ
り
唯
一
の
正
し
い
表
現
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
記
憶
や
会
話
に
と
っ
て
簡
便

な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
序
数
に
よ
る
表
現
は
記
憶
と
会
話
に
と
っ
て
不
便
だ
と
喝
破
し

て
い
弁
、
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状
や
作
用
、
位
置
、
起
始
・
停
止
と
い
う
視
覚
情
報
に
基
づ
く
記
憶
・
想
起
し
や
す
い
名
称
で
あ
る
た
め
に
、
い
っ
た
ん
名
称
と
そ
の

指
示
対
象
と
の
対
応
関
係
が
分
か
れ
ば
ボ
ア
ン
の
著
作
が
手
元
に
な
く
と
も
音
声
や
文
字
だ
け
で
言
及
し
や
す
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
ボ
ア
ン
以
前
の
解
剖
学
書
を
読
む
人
に
と
っ
て
も
ボ
ア
ン
が
解
剖
図
と
筋
名
を
対
応
付
け
た
こ
と
は
役
に
立
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ボ
ア
ン
は
彼
以
前
の
解
剖
学
者
に
お
け
る
筋
の
名
称
や
記
述
に
も
言
及
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
解
剖
学
者
が
記
述
し
た
対
象
を
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
の
図
と
対
応
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ボ
や
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
の
よ
う
な
解
剖
図
を
持
た
な
い

（
野
）

咽
解
剖
書
を
読
む
場
合
に
も
ボ
ァ
ン
の
著
作
が
手
元
に
あ
れ
ば
、
そ
の
記
述
対
象
を
解
剖
図
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

０617

剖
劇
場
」
第
一
版
」

に
も
あ
て
は
ま
る
。

こ
こ
で
ボ
ア
ン
の
一
六
二
一
年
の
『
解
剖
劇
場
』
第
二
版
に
つ
い
て
触
れ
る
。
こ
の
著
作
は
第
一
版
の
誤
り
を
ボ
ァ
ン
自
身
が
直
し

た
も
の
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
概
ね
第
一
版
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
図
版
が
な
い
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
こ
こ
ま
で
で
述
べ
た
よ
う
な
ボ
ア
ン
の
著
作
の
特
徴
は
一
見
す
る
と
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
前
年
に
『
銅
版
画
に
よ
っ
て

表
き
れ
、
解
剖
劇
場
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
人
体
の
諸
部
分
の
生
き
生
き
と
し
た
図
像
』
（
ヨ
く
罵
言
農
冒
＄
ｇ
昌
巨
ョ
８
９
日
届

盲
目
９
国
ｇ
の
扇
ぎ
崗
日
房
閏
冒
①
協
尉
陣
関
弓
胃
員
８
シ
邑
胃
○
目
８
号
呂
日
耳
儲
』
呂
曽
画
弓
胃
呂
日
号
、
ご
↓
司
愚
昌
昏
再
↓
思
邑
）

（
郡
）

が
出
版
き
れ
、
こ
れ
が
「
解
剖
劇
場
」
第
二
版
に
お
い
て
参
照
す
べ
き
図
版
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
『
解
剖
劇
場
」
第
二
版
の
本
文

で
は
第
一
版
と
同
様
に
、
各
部
分
の
記
述
に
対
し
、
当
該
部
分
を
描
い
た
図
版
の
指
示
が
本
文
中
に
あ
り
、
ま
た
当
該
部
分
の
他
の
解

剖
学
書
に
お
け
る
名
称
に
つ
い
て
の
情
報
も
欄
外
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
図
版
の
有
無
と
い
う
大
き
な
違
い
は
あ
る
が
、
「
解

剖
劇
場
」
第
一
版
に
お
け
る
個
々
の
部
分
の
名
称
と
図
版
と
の
対
応
、
他
の
解
剖
学
書
の
名
称
と
の
対
応
付
け
と
い
う
特
徴
は
第
二
版

各
筋
肉
の
本
文
中
の
記
述
は
概
ね
第
一
版
と
同
じ
で
あ
り
、
従
っ
て
同
じ
名
称
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
版
以
前
は
序
数
に
よ

っ
て
呼
ば
れ
て
い
た
手
首
と
手
の
指
を
動
か
す
筋
肉
の
一
部
に
形
容
詞
的
筋
肉
名
が
新
た
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
領
域
に
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ボ
ア
ン
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
同
時
代
の
解
剖
学
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
ボ
ア
ン
の
筋
肉
名
は
手
元

に
著
作
が
な
い
場
合
で
も
容
易
に
想
起
で
き
、
会
話
や
記
述
の
際
に
便
利
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
図
に
よ
っ
て
名

称
と
構
造
と
が
対
応
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
前
の
解
剖
学
者
が
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
一
つ
の
名
称
の
も
と
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
た
。
ボ
ァ
ン
以
外
の
解
剖
学
者
は
ボ
ァ
ン
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
て
い
た
名
称
に
気
を
使
う
こ

と
な
く
筋
肉
の
記
述
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
点
か
ら
ボ
ア
ン
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
普
及

ボ
ア
ン
の
筋
の
名
称
の
使
用
者
と
し
て
は
、
第
四
節
で
も
取
り
上
げ
た
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
ボ
ア
ン
と
ラ
ウ

（
”
｝

レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
は
十
七
世
紀
に
お
い
て
解
剖
学
を
学
ぶ
多
く
の
人
々
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
著
作
を

（
巽
）

通
し
て
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
普
及
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
は
ハ
ー
ヴ
ィ
二
三
冒
日
函
貫
く
ｇ
、
勗
認
‐
晟
認
）
、
ス
ピ
ー

（
鋤
）
（
制
）

ゲ
ル
（
シ
島
国
目
菌
邑
の
宮
①
帰
一
》
忌
詞
‐
忘
囲
）
、
ク
ル
ー
ク
（
函
①
言
昌
○
吋
ｇ
富
、
届
認
‐
辰
誤
）
、
ヴ
エ
ス
リ
ン
グ
こ
呂
昌
画
く
＄
言
い

（
抑
）

｛
獺
）

届
罵
‐
ぶ
ち
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
（
旨
冒
画
ｇ
弓
馬
』
重
い
８
．
弓
ｓ
）
の
著
作
に
お
い
て
も
ボ
ア
ン
の
形
容
訶
的
筋
肉
の
使
用
が
確
認
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
解
剖
学
害
で
は
起
始
・
停
止
に
よ
る
筋
肉
名
な
ど
の
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
に
は
な
い
ボ
ア
ン
独
自
の
名
称
が
使
わ
れ
て
お
り
、

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
で
は
な
く
ポ
ア
ン
自
身
や
ボ
ア
ン
と
同
じ
名
称
を
使
う
著
者
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
筋
肉
名
が
指
す
対
象
を
明
確
に
す
る
た
め
に
ボ
ア
ン
と
同
じ
く
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
を
利
用
し
て
い
る
。

ス
ピ
ー
ゲ
ル
と
ヴ
ェ
ス
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
新
た
な
解
剖
図
と
対
応
さ
せ
て
形
容
詞
的
筋
肉
名
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
ヴ
ェ
サ

リ
ウ
ス
解
剖
図
と
対
応
付
け
ら
れ
て
い
た
名
称
が
、
名
称
自
体
の
普
及
と
と
も
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
図
か
ら
離
れ
、
他
の
解
剖
図
と

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
筋
肉
に
形
容
訶
的
筋
肉
名
が
与
え
ら
れ
る
に
は
至
っ
て
な
い
。

七
．
ボ
ァ
ン
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
の
普
及
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く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

命
名
の
規
則
が
使
わ
れ
続
け
た
。

も
対
応
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
筋
自
体
の
特
徴
を
表
し
て
お
り
、
序
数
に
よ
る
表
現
の

よ
う
に
特
定
の
解
剖
学
書
・
解
剖
図
の
中
で
の
み
互
い
を
区
別
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
解

剖
図
と
対
応
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
郷
）

形
容
詞
的
筋
肉
名
は
筋
肉
を
呼
び
表
す
名
称
と
し
て
普
及
し
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
ボ
ア
ン
の
用
語
と
は
異
な
る
も
の
も
多

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
形
状
、
作
用
、
位
置
、
起
始
・
停
止
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ボ
ア
ン
が
用
い
た

以
上
で
は
、
ボ
ア
ン
を
中
心
に
筋
肉
の
名
称
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
際
に
文
字
情
報
と
し
て
の
名
称
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
指

し
示
す
対
象
を
明
示
す
る
た
め
の
解
剖
図
に
も
注
目
し
た
。
文
字
で
表
さ
れ
た
名
称
と
図
に
描
か
れ
た
筋
肉
は
と
も
に
分
節
さ
れ
た

個
々
の
筋
肉
を
表
象
す
る
が
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
は
形
容
詞
的
筋
肉
名
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
解
剖
図
と
い
う
明
確
に
各
筋
を
指
示
す
る
簡

便
な
道
具
を
持
っ
て
い
た
。
ボ
ア
ン
に
お
い
て
両
者
が
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

時
系
列
順
に
筋
の
名
称
と
解
剖
図
の
関
係
を
簡
単
に
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

Ｉ
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
〈
解
剖
図
な
し
）
形
容
詞
的
筋
肉
名

Ⅱ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
解
剖
図
あ
り
）
序
数
に
よ
る
指
示

Ⅲ
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
〈
解
剖
図
あ
り
／
な
し
）
序
数
に
よ
る
指
示

Ⅳ
ボ
ア
ン
（
解
剖
図
あ
り
）
形
容
詞
的
筋
肉
名

Ｖ
ボ
ア
ン
以
降
（
解
剖
図
あ
り
）
ボ
ア
ン
に
よ
る
形
容
詞
的
筋
肉
名

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
頃
は
解
剖
図
の
存
在
は
ま
だ
一
般
的
で
な
く
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
自
身
も
解
剖
図
の
使
用
に
反
対
す
る
記
述
を
残
し

八
●

解
剖
図
と
形
容
詞
的
筋
肉
名
の
関
連
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た
。
彼
に
と
っ
て
解
剖
の
知
識
は
解
剖
体
の
前
で
教
師
に
よ
っ
て
示
説
さ
れ
、
名
称
と
そ
の
指
示
す
る
対
象
が
対
応
付
け
ら
れ
る
も
の

な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
示
説
に
参
加
し
た
人
に
と
っ
て
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
が
用
い
た
名
称
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
読
者
の
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
な
体
験
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
の
著
作
を
読
む
だ
け
で
は
指
示
さ
れ
て
い
る
筋
を
視

覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
Ｉ
の
段
階
）
。

図
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
す
べ
て
の
筋
肉
に
対
し
て
名
前
を
つ
け
る
と
い
う
点
で
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
序
数
に
よ
る
命
名
法
は
簡
便
だ
っ

た
。
し
か
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
お
い
て
は
名
称
の
分
か
り
や
す
さ
、
あ
る
い
は
使
い
や
す
さ
は
考
慮
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
視
認
性
の
高
い
解
剖
図
を
備
え
る
彼
の
著
作
で
は
読
者
は
言
及
さ
れ
て
い
る
筋
を
容
易
に
目
で
確
認
で
き
た
か
ら
で
あ
る
（
Ⅱ
の

段
階
）
。
し
か
し
著
作
そ
の
も
の
や
解
剖
図
が
手
元
に
な
い
状
態
に
お
い
て
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
名
称
は
不
便
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
～
を

動
か
す
～
番
目
」
と
い
う
表
現
は
命
名
者
に
と
っ
て
簡
便
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
の
解
剖
学
者
に
と
っ
て
も
そ
う
な
の
で
あ
り
、
結
局

は
同
一
の
対
象
に
対
し
て
異
な
る
序
数
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
Ⅲ
の
段
階
）
・

（
抑
）

ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス
以
降
、
彼
の
解
剖
図
は
広
く
普
及
し
た
・
彼
自
身
の
著
作
の
再
版
を
通
し
て
、
そ
し
て
他
の
著
者
に
よ
っ
て
借
用

さ
れ
る
こ
と
で
普
及
し
て
い
っ
た
。
ボ
ァ
ン
の
頃
に
は
多
く
の
読
者
が
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
視
認
性
の
高
い
筋
肉
図
を
目
に
し
て
い
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
ボ
ア
ン
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
用
い
た
表
現
や
命
名
法
を
借
用
・
拡
張
し
て
ほ
ぼ
す
べ

て
の
筋
肉
に
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
与
え
、
解
剖
図
に
対
応
付
け
、
各
名
称
が
指
示
す
る
対
象
を
書
物
の
上
で
視
覚
化
し
た
の
で
あ
る
（
Ⅳ

の
段
階
）
。
記
憶
や
会
話
に
と
っ
て
簡
便
な
名
称
で
あ
る
こ
と
や
、
広
く
普
及
し
て
い
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
図
と
対
応
付
け
ら
れ
て
い

た
た
め
に
、
ボ
ァ
ン
の
名
称
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
（
Ｖ
の
段
階
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
氾
濫
す
る
筋
の
名
称
は
ボ
ア
ン
の
元
に

集
め
ら
れ
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
図
と
対
応
付
け
ら
れ
た
一
つ
の
簡
便
な
名
称
へ
と
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
四
節
で
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ

ウ
ス
の
用
い
る
筋
肉
名
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
一
五
九
三
年
の
時
点
で
の
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
Ⅲ
の
段
階
に
位
置
し
、
一
六
○

○
年
の
時
点
で
は
Ｖ
の
段
階
に
な
っ
て
い
た
。
Ⅳ
の
段
階
で
ボ
ア
ン
が
行
っ
た
こ
と
が
、
早
く
か
ら
影
響
を
持
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
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シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
「
梗
概
」
は
版
を
重
ね
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
も
出
さ
れ
る
な
ど
広
く
普
及
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
ボ
ァ
ン
以
前
・
以

後
の
解
剖
学
者
も
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
を
読
み
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
形
容
詞
的
筋
肉
名
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ボ

ア
ン
以
降
、
起
始
・
停
止
に
も
と
づ
く
ボ
ア
ン
独
自
の
筋
肉
名
を
使
用
し
な
が
ら
も
「
弓
崗
目
①
Ｎ
冒
竺
と
い
う
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
筋
肉
名

｛
妬
）

を
用
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
ボ
ア
ン
と
同
じ
筋
肉
名
を
用
い
な
が
ら
も
、
筋
肉
の
名
前
の
起
源
と
し
て
シ

（
雛
）

ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
解
剖
学
書
に
現
れ
な
く
と

も
解
剖
学
者
に
は
馴
染
み
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
場
合
は
す
べ
て
の
筋
肉
に
対
し
て
名
前
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
場
合
で
は
、
序

数
と
い
う
命
名
し
や
す
い
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
す
べ
て
の
筋
肉
に
対
し
て
そ
れ
を
表
す
呼
び
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ

ス
の
よ
う
に
あ
る
筋
に
は
名
前
が
あ
り
、
別
の
筋
に
は
名
前
が
な
い
と
い
う
の
で
は
、
特
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
の
解
剖
学
者
に
と
っ

て
は
使
い
づ
ら
い
も
の
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

解
剖
図
に
よ
っ
て
全
身
の
筋
肉
を
視
覚
的
に
提
示
し
、
ま
た
各
筋
に
記
号
を
付
す
こ
と
で
文
字
に
よ
る
説
明
と
解
剖
図
と
を
対
応
付

け
よ
う
と
し
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
、
全
身
の
個
々
の
筋
を
区
別
し
て
言
い
表
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ヴ
ェ

サ
リ
ウ
ス
以
降
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
学
の
圧
倒
的
な
の
影
響
の
下
、
す
べ
て
の
筋
を
区
別
し
て
言
い
表
す
と
い
う
要
請
が
解
剖
学
者

に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
コ
ロ
ン
ボ
の
よ
う
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
取
っ
て
代
わ
る
新
た
な
解
剖
図
を
描
こ
う

（
訂
｝

と
し
た
場
合
で
も
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
の
解
剖
学
書
で
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
よ
う
な
中
途
半
端
な

筋
肉
名
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
代
わ
り
に
、
命
名
法
に
つ
い
て
も
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
引
継
ぎ
、
容
易
に

全
筋
肉
を
指
示
で
き
る
序
数
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

九
．
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
と
ボ
ア
ン
の
位
置
付
け
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最
後
に
従
来
の
ボ
ァ
ン
評
価
に
つ
い
て
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
。

ボ
ァ
ン
の
著
作
に
は
そ
れ
以
前
の
解
剖
学
者
が
用
い
た
名
称
に
つ
い
て
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、
ボ
ア
ン
の
著
作
だ
け
を
読
ん
だ
場

合
で
も
ボ
ァ
ン
以
前
の
名
称
の
変
遷
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ボ
ア
ン
が
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
を
参
照
し
た
度
合
い
に
つ
い
て

は
正
確
な
情
報
が
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
ボ
ア
ン
だ
け
を
読
む
場
合
は
、
前
節
で
の
Ⅱ
か
ら
Ⅳ
の
過
程
の
み
が
明
ら
か
に
な
り
ボ
ア

（
洲
）

ン
が
独
自
に
新
た
な
名
称
を
作
り
出
し
た
と
い
う
見
解
を
抱
く
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
多
く
の
歴
史
家
が
行
っ
た
よ
う
に
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
筋
肉
名
を
検
討
し
な
が
ら
も
Ⅳ
に
至
る
過
程
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
用
い
た
表
現
が
広
く
普
及
し
、
直
接
今
日
の
解
剖
学
名
の
起
源
に
な
っ
た
と
い
う
評
価
を
行
っ
て
し
ま
う

（
雛
）

で
あ
ろ
う
。
ま
た
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
よ
う
な
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
評
も
そ
の
よ
う
な
評
価
を
裏
付
け
て
し
ま
う
。
確
か
に
筋
肉
に
名
前

ま
た
晩
年
の
一
解
到

っ
た
に
し
て
も
、
ボ
ー

と
を
示
し
て
く
れ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
や
序
数
に
よ
る
表
現
を
併
用
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
筋
肉

に
名
前
を
与
え
る
と
い
う
要
請
を
ボ
ァ
ン
も
引
き
継
い
で
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
ボ
ア
ン
に
は
序
数
に
よ
る
表
現
自
体
の
難
点
、
そ

し
て
多
数
の
名
称
が
乱
立
し
混
乱
状
態
に
あ
る
こ
と
が
見
え
て
い
た
。
そ
こ
で
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
名
称
あ
る
い
は
命
名
法
を
用
い
、

そ
し
て
起
始
・
停
止
に
よ
る
新
た
な
命
名
法
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
全
身
の
筋
に
個
々
の
特
徴
を
的
確
に
表
す
名
前
を
与

え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
、
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
全
筋
肉
に
名
前
を
与
え
て
記
載
す

る
と
い
う
要
請
に
対
し
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
流
の
名
称
に
よ
っ
て
応
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ボ
ア
ン
の
形
容
詞
的
筋
肉
名
は
専
門

の
解
剖
学
書
で
の
使
用
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
り
、
第
七
節
で
見
た
よ
う
に
そ
の
後
の
解
剖
学
者
も
序
数
で
は
な
く
形
容
詞
的
筋
肉
名

を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ア
ン
は
学
問
用
語
と
し
て
の
筋
肉
名
を
整
備
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
晩
年
の
『
解
剖
劇
場
」
第
二
版
に
お
い
て
新
た
な
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
完
全
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
ボ
ア
ン
が
す
べ
て
の
筋
に
名
前
を
、
そ
れ
も
使
い
や
す
い
形
容
詞
的
筋
肉
名
を
与
え
よ
う
と
終
生
尽
力
し
て
い
た
こ
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本
稿
で
は
ボ
ァ
ン
を
中
心
に
筋
肉
の
名
称
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
名
称
の
指
示
対
象
を
明
示
す
る
装
置
と
し
て
の
解
剖
図

を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
以
降
の
筋
肉
の
名
称
の
変
遷
と
受
容
の
過
程
、
そ
し
て
ボ
ア
ン
の
果
た
し
た
役
割
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
逆
に
近
代
初
期
に
お
い
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
が
全
身
の
筋
肉
へ
の
名
付
け
を
要
請
す
る
と
い
う
影
響
力
を
持

（
船
）

っ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ボ
ァ
ン
の
解
剖
学
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ガ
レ
ノ
ス
が
名
前
を
与
え
ず
、
シ
ル

ヴ
ィ
ウ
ス
が
新
た
な
名
前
を
付
け
た
血
管
や
神
経
に
関
し
て
も
ボ
ア
ン
は
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
十
七

世
紀
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
解
剖
図
を
使
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
剖
の
知
識
の
源
泉
と
し
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学

（
仙
）

書
だ
け
が
支
配
的
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
著
作
に
劣
ら
ず
大
部
の
ボ
ア
ン
の
著
作
も
よ
く
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
理
由

は
、
ボ
ァ
ン
の
解
剖
学
書
が
全
身
の
構
造
を
網
羅
す
る
的
確
な
用
語
を
使
用
し
、
そ
し
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
図
へ
の
対
応
付
け
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
そ
し
て
解
剖
の
知
識
の
理
解
を
助
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

を
つ
け
る
と
い
う
試
み
の
始
ま
り
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
図
の
影
響
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
筋
肉
を

網
羅
し
な
い
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
名
称
は
解
剖
学
書
か
ら
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
意
見
は
ボ
ア
ン
の
み
、
ま
た
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
み
を
念
頭
に
入
れ
た
評
価
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
一
面
的
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
に
は
上
に
見
た
よ
う
に
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
降
全
身
の
筋
を
言
い
表
す
名
称
が
必
要
と
さ
れ
る
中
、
ボ
ア
ン
は

シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
名
称
や
命
名
法
だ
け
で
な
く
新
た
な
命
名
法
を
駆
使
し
て
全
身
の
筋
に
名
前
を
つ
け
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
ボ
ア
ン
が
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
の
名
称
や
命
名
法
を
再
利
用
し
た
か
ら
こ
そ
、
ボ
ア
ン
が
普
及
さ
せ
た
筋
肉
名
の
起
源
と
し
て
シ
ル
ヴ
ィ

ウ
ス
に
光
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

十
．
結
び
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（
２
）
日
本
語
に
よ
る
筋
の
解
剖
学
用
語
で
例
外
的
に
重
複
す
る
場
合
が
あ
る
。
手
と
足
の
「
長
・
短
母
指
伸
筋
」
、
「
長
・
短
母
指
屈
筋
」
、
「
母
指
内
転

筋
」
、
「
小
指
外
転
筋
」
、
「
短
小
指
屈
筋
」
、
「
虫
様
筋
」
、
「
背
側
骨
間
筋
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
解
剖
学
用
語
」
で
は
見
出
し
語
に
二
手
の
］
」

お
よ
び
「
［
足
の
ど
を
つ
け
て
区
別
し
、
「
日
本
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
』
で
は
足
に
つ
い
て
「
趾
」
と
「
指
」
の
文
字
を
併
記
す
る
こ
と
に

よ
り
解
決
し
て
い
る
。
弓
．
ン
．
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
お
よ
び
英
語
の
用
語
で
は
、
手
の
母
指
と
足
の
母
指
で
違
う
語
亀
呈
農
、
西
呈
吊
）
を
用
い

て
い
る
が
、
手
の
小
指
と
足
の
小
指
で
は
同
じ
語
ｅ
侭
冒
の
日
冒
目
扁
）
を
用
い
て
お
り
、
語
の
重
複
が
あ
る
。

（
３
）
①
．
頤
毒
冨
言
２
丘
鴨
．
ｏ
・
出
豐
三
Ｐ
の
閉
冒
ａ
．
旨
の
三
名
席
．
○
○
輿
．
里
．
（
＆
巴
己
門
号
目
ご
呉
牌
房
昌
胃
画
旨
四
号
耳
．
牌
１
９
２
ｚ
の
君

二､

日王（
４
）
田
四
目
言
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
て
は
穴
ウ
ヒ
ン
」
、
あ
る
い
は
「
ボ
ー
ァ
ン
」
「
ボ
ァ
ン
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
ド
イ
ツ
語
読

み
で
、
生
地
が
ド
イ
ツ
語
話
者
の
多
い
バ
ー
ゼ
ル
で
あ
る
こ
と
や
ド
イ
ツ
語
の
書
物
か
ら
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
、
後
者
は
フ
ラ
ン
ス
語

（
１
）
国
際
的
な
解
剖
学
用
語
の
始
ま
り
は
、
一
八
九
五
年
の
画
儲
庁
ｚ
○
日
冒
四
ン
目
さ
目
８
略
称
“
国
．
ｚ
ン
．
で
あ
り
、
そ
の
後
、
幾
度
か
の
改
訂

を
経
て
い
る
が
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
用
語
表
記
を
採
用
し
て
き
た
。

し
か
し
最
近
の
解
剖
学
書
で
は
ラ
テ
ン
語
を
避
け
て
英
語
で
用
語
を
表
記
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
最
新
の
解
剖
学
用
語
集
で
あ
る
一
九
九
八

年
の
弓
図
冒
言
ｇ
畠
冒
豐
呉
◎
目
８
略
称
弓
・
ン
．
で
は
、
ラ
テ
ン
語
と
英
語
に
よ
る
用
語
を
併
記
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
用
語
は
、
一
九
四
七
年
の
『
解
剖
学
用
語
」
に
始
ま
り
、
一
九
八
七
年
の
改
訂
一
二
版
ま
で
、
ラ
テ
ン
語
を
基
本
と
し
、
そ

れ
に
日
本
語
訳
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
現
在
で
は
弓
・
ン
、
に
含
ま
れ
る
用
語
を
日
本
語
で
表
記
し
た
「
日
本
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
」
が
、
日

本
解
剖
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
、
ラ
テ
ン
語
、
英
語
に
よ
る
用
語
を
併
記
し
た
用
語
集
を
冊
子
体
で
出
版
す
る

た
め
の
編
集
作
業
が
、
日
本
解
剖
学
会
の
用
語
委
員
会
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
出
典
は
以
下
の
通
り
。

雪
砂
乏
．
“
ロ
房
自
里
昌
昌
鷺
胃
ｚ
○
日
ｇ
旦
胃
員
．
ｚ
ｏ
冒
言
鱈
昌
里
白
昌
目
、
く
⑦
愚
四
ｓ
昌
閉
・
日
く
呂
号
Ｈ
自
昌
○
日
耐
９
２
の
臨
呈
関
富
津
画
巨

匿
再
の
局
員
×
・
く
①
厨
曽
国
日
盲
巨
館
言
国
煙
切
里
煙
国
、
①
ロ
○
日
日
の
ロ
①
ロ
ｚ
画
冒
①
戸
く
９
号
陣
○
．
ヨ
ロ
皇
伊
の
冒
凰
い
］
“
や
印
蜀
⑦
Ｑ
の
『
里
君
の
○
．
日
日
一
耳
①
①
○
ロ

ン
目
８
ョ
門
里
弓
国
ヨ
ヨ
旦
畠
鷺
弓
曾
日
冒
巳
侭
国
曽
里
○
目
８
、
冒
扁
昌
昌
さ
呂
冒
ｇ
８
目
８
胄
閏
旦
弓
さ
喝
．
弓
亘
命
日
⑦
め
冒
茸
隠
凰
』
塞
砕
日
本

解
剖
学
会
“
解
剖
学
用
語
改
訂
一
二
版
・
丸
善
、
東
京
、
一
九
八
七
・
・
日
本
解
剖
学
会
：
日
本
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
言
ｇ
ミ
ミ
夛
さ
．
豐
質
？

解
剖
学
会
“
解
剖
学
用
語

目
］
国
．
（
肖
・
」
ロ
、
】
○
匡
、
。
い
つ
（
）
障
己
・
［

＜
○①

詩頤
］
＠
『
（
）
‐
］
や
函
（
）
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（
６
）
調
査
に
は
、
以
下
の
書
目
を
用
い
た
。

○
四
の
口
騨
『
国
四
厘
亘
己
亜
口
作
（
〉
○
円
画
○
局
房
茸
匡
日
画
昌
置
一
肖
門
関
巨
宮
．
一
層
罠
．
画
四
の
里
ゞ
の
⑦
ケ
創
里
国
口
頭
①
二
門
房
壱
堅
鼻
目
印
や
Ｃ

四
三
５
房
８
国
己
く
胃
め
己
且
９
口
５
目
印
口
開
の
サ
イ
ト
か
ら
画
像
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
取
得
。

（
７
）
調
査
に
は
、
以
下
の
書
目
を
用
い
た
。

読
み
で
、
父
親
の
生
地
が
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ガ
ス
パ
ー
ル
は
解
剖
学
で
は
「
バ
ウ
ヒ
ン

弁
」
の
名
柤
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
解
剖
学
の
分
野
で
単
独
で
「
バ
ウ
ヒ
ン
」
と
言
っ
た
場
合
に
は
多
く
の
人
は
こ
の
ガ
ス
パ
ー
ル
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
と
了
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
国
ｇ
三
目
一
家
は
医
業
に
携
わ
る
人
が
多
く
、
ガ
ス
パ
ー
ル
の
兄
ジ
ャ
ン
こ
８
口
罵
呂
旨
．
届
と
‐

晟
畠
）
は
植
物
学
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
二
人
の
父
ジ
ャ
ン
Ｑ
２
巨
留
昌
冒
勗
匡
‐
勗
駕
）
も
パ
リ
大
学
で
医
学
を
学
び
バ
ー
ゼ
ル

で
開
業
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
医
史
学
や
植
物
学
史
の
文
脈
に
お
い
て
は
田
四
目
且
一
家
・
一
族
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
場
合
も
多
い
。
実
際
、
ラ
イ
プ
ニ
ヅ
ッ
の
「
人
間
知
性
新
論
」
第
三
部
第
三
章
に
お
い
て
も
ニ
ガ
ョ
モ
ギ
の
分
類
と
命
名
を
行
っ
た
ガ
ス

パ
ー
ル
の
兄
ジ
ャ
ン
を
言
及
す
る
た
め
に
「
冒
呂
旨
一
家
の
一
人
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
人
の
名
を
そ
の
出
生
地
に
従
っ
て

カ
ナ
表
記
す
る
と
、
父
は
「
ボ
ア
ン
」
「
ボ
ー
ア
ン
」
、
子
は
「
バ
ウ
ヒ
、
こ
と
い
う
困
っ
た
事
態
が
生
じ
る
。
当
然
、
一
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ

ー
ム
の
表
記
は
統
一
さ
れ
て
い
た
方
が
好
ま
し
く
、
年
長
者
で
あ
る
父
親
の
出
生
地
に
お
け
る
発
音
に
従
っ
た
方
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
よ

っ
て
本
稿
で
は
「
ボ
ア
ン
」
を
採
用
す
る
。

（
５
）
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ァ
ン
の
生
涯
、
活
動
、
著
作
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
三
三
月
１
烏
①
の
腰
呂
言
ゞ
の
溺
冒
ａ
，
言
Ｑ
二
９
両
○
の
，
倶
巴
．

苛
烏
・
青
巨
具
さ
邑
四
ご
旦
牌
５
国
員
旨
国
ご
囚
９
コ
震
の
ｑ
ご
己
胃
．
ｚ
①
乏
竜
○
鼻
、
乞
弓
‐
］
場
Ｐ
司
月
房
‐
国
向
冨
晨
西
祠
“
口
厨
司
餌
日
豈
①
国
呂
三
邑
言

画
幽
め
里
．
画
画
匡
三
回
国
．
③
（
ご
北
］
い
ふ
鉾
］
や
司
勇
胃
巨
具
③
（
巴
恥
四
巨
山
い
ぬ
］
や
「
画
一
閂
巨
口
司
魯
）
磐
切
ふ
い
』
。
⑭
涛
畠
耳
。
『
（
巴
”
］
い
い
］
ｑ
蝉
』
や
函
障

我
国
で
は
月
澤
美
代
子
氏
に
よ
っ
て
ボ
ァ
ン
の
五
冊
の
解
剖
学
書
を
分
析
対
象
と
し
た
ア
ナ
ト
ミ
ァ
を
取
り
巻
く
文
化
状
況
に
関
す
る
研
究

が
医
史
学
会
総
会
と
月
例
会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
総
会
で
の
発
表
に
つ
い
て
は
二
○
○
○
年
、
二
○
○
一
年
、
二
○
○
二
年
の
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
の
学
会
抄
録
号
に
お
い
て
そ
の
抄
録
を
参
照
で
き
る
。

ま
た
月
澤
美
代
子
「
Ｗ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
方
法
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
七
巻
一
号
、
三
三
～
八
一
頁
、
二
○
○
一
に
お
い
て

も
ボ
ア
ン
の
弓
訂
昌
日
日
シ
邑
昌
。
日
』
２
日
の
形
式
、
心
臓
の
運
動
に
つ
い
て
の
記
述
が
扱
わ
れ
、
ハ
ー
ヴ
ィ
の
心
臓
研
究
と
の
関
連
が
考
察

さ
れ
て
い
る
。
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○
画
名
胃
画
煙
匡
冨
昌
弓
胃
貨
昌
日
些
匡
８
日
局
匡
冒
』
Ｃ
冨
口
弓
馬
Ｃ
ｇ
『
号
画
曼
陣
］
Ｃ
富
ご
辰
昌
堅
号
画
ご
ゞ
即
座
鼻
言
員
晟
Ｓ
・

国
冒
言
吾
ｇ
扁
目
①
冒
昌
く
の
厨
冒
弓
①
烏
冒
＆
冒
胃
の
サ
イ
ト
か
ら
画
像
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
取
得
。

（
８
）
８
名
曽
田
四
目
目
》
弓
胃
閏
冒
白
煙
邑
昌
○
日
言
巨
目
こ
。
富
国
弓
胃
Ｃ
ｇ
『
号
国
こ
ゞ
司
国
冒
冨
匡
貝
．
晟
圏
．
（
坂
井
建
雄
蔵
）

（
９
）
君
言
房
『
匡
鴨
．
Ｐ
写
匡
●
は
さ
ら
に
細
か
く
分
類
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
類
も
こ
こ
で
あ
げ
た
四
つ
の
特
徴
へ
と
還
元
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
ｃ

（
脚
）
ボ
ァ
ン
は
フ
ァ
ロ
ヅ
ピ
オ
に
お
け
る
筋
の
記
述
を
参
照
す
る
際
に
「
男
と
女
の
体
の
記
述
を
提
示
す
る
解
剖
学
入
門
』
旨
豐
冒
冒
邑
①
め

四
目
ｇ
ョ
』
８
①
８
己
○
易
く
国
房
２
日
昌
舎
『
厨
冨
印
日
『
屋
ョ
①
曽
弓
①
貝
８
辰
置
．
こ
れ
は
一
五
九
七
年
の
「
男
と
女
の
体
の
解
剖
学
的
記
述
』
を

改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
）
と
『
解
剖
劇
場
」
で
は
異
な
る
分
類
や
序
数
で
記
述
し
て
い
る
ｃ
例
え
ば
「
解
剖
学
入
門
』
で
「
親
指
を
動
か
す
三

番
目
」
と
し
て
言
及
さ
れ
た
筋
は
、
「
解
剖
劇
場
」
で
は
「
手
先
の
筋
の
十
一
番
目
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
解
剖
劇
場
』
で
は
一
男
と
女
の
体

の
記
述
を
提
示
す
る
解
剖
学
入
門
』
で
言
及
し
た
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
の
名
称
に
つ
い
て
の
情
報
も
与
え
ら
れ
、
「
男
と
女
の
体
の
記
述
を
提
示
す
る

解
剖
学
入
門
」
と
『
解
剖
劇
場
』
の
両
方
を
読
む
読
者
が
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
の
筋
の
記
述
に
つ
い
て
混
乱
し
な
い
よ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
元

の
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
の
記
述
に
お
い
て
筋
を
記
述
す
る
際
の
分
類
や
順
序
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
．

（
皿
）
ガ
レ
ノ
ス
や
「
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
解
剖
学
』
三
目
日
日
圃
巨
匡
且
目
）
に
お
い
て
は
解
剖
に
お
い
て
観
察
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
と
し
て
構
造
の

数
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
バ
ウ
ヒ
ン
と
同
時
代
の
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
解
剖
学
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
諸
部
分
の
構
造
に
つ
い
て
数
、
位
置
、

形
状
、
連
絡
な
ど
の
記
述
の
重
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
自
身
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
見
解
を
出
す
こ
と
は
少
な
く
、
他
の
学
者

の
著
作
中
の
諸
見
解
を
う
ま
く
整
理
・
統
合
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
考
慮
す
る
と
、
数
の
記
載
を
重
視
す
る
の
は

ラ
ゥ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
独
自
の
見
解
で
は
な
く
こ
の
時
代
の
解
剖
学
者
の
一
般
的
な
態
度
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
や
コ
ロ
ン
ボ
、

バ
ウ
ヒ
ン
の
著
作
で
も
、
同
一
の
作
用
を
す
る
筋
肉
が
い
く
つ
あ
る
か
と
い
う
情
報
は
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ラ
レ
ウ
テ
ン
ィ
ウ
ス
と
そ

の
解
剖
学
の
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
澤
井
直
・
坂
井
建
雄
「
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
解
剖
学
書
」
「
日
本
医
史
学
雑

誌
』
五
十
一
巻
一
号
、
三
’
二
四
頁
、
二
○
○
五
（
平
成
十
七
年
）
。

（
吃
）
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
序
数
は
ボ
ァ
ン
自
身
が
数
え
上
げ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
自
身
の
著
作
に
は
序
数
は
現
れ
な
い
。

（
喝
）
シ
ル
ヴ
ィ
ゥ
ス
の
解
剖
学
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
【
①
扁
言
ｎ
両
．
や
響
言
扁
四
且
号
①
罵
さ
『
日
旦
シ
ご
呉
○
ョ
冨
冨
＆
言
里
頭
耐
ｓ
ｑ
．
即

』
臼
‐
匡
○
ら
臼
．
軸
国
隠
．
の
．
”
茜
８
ヶ
匡
の
の
三
昌
尻
．
Ｑ
ｑ
Ｆ
の
耳
閏
く
筋
巴
⑦
．
巴
め
画
の
館
巳
ご
旦
胃
。
ｑ
四
回
里
○
日
尉
呂
①
口
之
○
日
①
ロ
江
里
員
．
Ｎ
９
面
向
胃
冨

昏
局
ン
国
胃
◎
日
席
匡
巨
Ｑ
向
昌
菖
民
冒
邑
用
い
＄
三
号
房
』
底
＆
怠
‐
韻
Ｐ
こ
ち
．
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【
の
庁
言
は
「
梗
概
』
が
構
想
さ
れ
、
書
き
始
め
ら
れ
た
時
期
は
出
版
年
の
一
五
五
五
年
よ
り
か
な
り
前
か
ら
だ
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
「
梗
概
』

の
出
版
年
を
一
五
四
三
年
と
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
図
書
館
の
所
蔵
目
録
な
ど
で
も
一
五
四
三
年
出
版
の
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
皿
）
印
甦
ぐ
旨
堕
冒
西
乞
ロ
ｃ
ｑ
胃
厨
與
○
巴
①
己
ロ
ゴ
潟
さ
さ
四
四
①
ロ
胃
冨
日
四
二
四
８
口
旨
８
日
』
闇
ｍ
ｏ
ｍ
①
◆
も
『
Ｃ
Ｏ
の
日
昌
匡
ョ
．
ぐ
ｏ
屋
．

（
垣
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
が
用
い
た
名
称
は
国
圃
ｎ
ｏ
・
蝿
弓
亘
．
に
お
い
て
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
賂
）
『
解
剖
劇
場
」
の
図
か
ら
判
断
す
る
と
、
現
在
の
標
準
的
な
用
語
で
は
、
「
日
本
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
」
に
お
け
る
「
小
胸
筋
」
、

弓
①
目
］
冒
○
さ
四
四
シ
目
８
目
８
に
お
け
る
「
三
・
胃
負
○
国
房
冒
言
○
己
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
註
（
〃
）
も
参
照
。

（
Ⅳ
）
註
（
略
）
と
同
様
に
「
日
本
語
に
よ
る
解
剖
学
用
語
」
に
お
け
る
僧
帽
筋
、
弓
図
日
旨
○
一
○
四
四
ン
冒
昌
○
白
』
８
に
お
け
る
ヲ
巨
星
胃
Ｎ
冒
巴
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
ボ
ァ
ン
が
月
月
昌
昌
⑫
」
を
用
い
る
の
は
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
と
コ
ロ
ン
ボ
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は

『
人
体
構
造
論
』
第
二
巻
第
三
章
に
お
い
て
「
肩
甲
骨
を
動
か
す
第
二
筋
」
の
形
を
修
道
士
の
頭
巾
（
２
２
房
１
巴
に
例
え
て
い
る
。
コ
ロ
ン

ボ
は
『
解
剖
学
」
に
お
い
て
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
こ
の
弓
匡
２
冒
鳥
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
バ
ゥ
ヒ
ン
は
こ
れ
ら
二

人
の
記
述
を
取
り
入
れ
、
「
○
月
旦
胃
厘
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
肥
）
ボ
ア
ン
に
お
い
て
註
の
使
用
は
情
報
の
典
拠
・
初
出
を
記
載
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
と
同
じ
名
称

を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
名
称
に
つ
い
て
は
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
に
対
す
る
言
及
が
な
い
こ
と
の
理
由
、
ま
た
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
用
い

る
形
容
詞
的
筋
肉
名
に
つ
い
て
も
特
に
自
分
が
最
初
に
用
い
た
も
の
が
借
用
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
な
い
こ
と
の
理
由
は
、
ボ
ァ
ン
に
と
っ
て

註
は
他
の
解
剖
学
書
に
お
け
る
名
称
の
列
挙
を
目
的
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
で
説
明
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
意
図
的

に
ソ
ー
ス
隠
し
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
時
代
を
含
め
た
書
物
に
お
け
る
註
の
機
能
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
卑
禺
８
己
．

ン
．
唖
弓
彦
①
詞
Ｃ
ｇ
ｐ
員
①
。
シ
の
匡
凰
○
匡
印
三
里
○
国
．
、
句
四
ヶ
①
気
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
口
．
ｇ
＠
式

（
岨
）
国
騨
匡
冨
冒
ン
ご
閏
○
日
①
い
、
○
四
℃
〆
胃
く
．

（
羽
）
く
搦
昌
旨
四
口
の
ロ
匡
日
嘩
昌
ｎ
ｏ
８
ｏ
目
印
ご
冒
言
四
．
勺
【
呉
臼
５
．

（
皿
）
十
六
世
紀
の
解
剖
図
及
び
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
解
剖
図
の
使
用
と
知
識
の
伝
達
に
つ
い
て
は
以
下
が
詳
し
い
。
爵
日
直
三
・
諏
弓
①
【
昌
一
＄
旦

言
ロ
①
顕
Ｃ
Ｑ
竜
四
口
Ｑ
弓
命
日
豆
ゆ
め
。
【
弄
宣
①
○
○
い
冒
○
典
く
厨
５
口
四
コ
Ｑ
く
尉
巨
巴
冒
里
さ
邑
冒
一
言
の
く
①
⑫
竺
園
ロ
画
冒
Ｑ
○
○
℃
の
司
邑
言
四
二
両
の
く
○
一
三
５
口
．
今
？
函
切
言

画
騨
信
『
汚
↑
印
画
（
命
員
）
零
一
〕
肩
冒
『
言
い
【
ロ
◎
君
庁
こ
い
①
“
目
白
め
さ
『
房
甦
邑
巨
旦
も
宮
一
○
い
Ｃ
で
三
、
里
で
『
○
之
①
ヨ
の
。
Ｃ
弓
、
①
門
口
旨
”
弄
昏
の
｛
訂
の
具
エ
ヨ
ヨ
の
ｇ
布
ロ
、
の
．

ご
己
ぐ
曾
里
ご
具
弓
（
〕
ｇ
三
○
『
〕
『
①
閉
．
弓
ｏ
ｇ
昌
○
ゞ
］
宕
穿
ｚ
こ
こ
○
二
．
く
．
諏
詞
の
胃
ゆ
め
の
昌
里
己
邑
曽
丘
宮
作
冒
○
昌
旨
詞
⑦
冒
巴
の
笛
巨
、
の
シ
邑
里
○
日
胃
里
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（
妬
）
論
者
は
『
生
き
生
き
と
し
た
図
像
』
の
一
部
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
の
み
し
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
著
作
の
図
版
と
『
解
剖
劇
場
』

第
二
版
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
す
べ
て
の
図
が
対
応
し
て
い
る
か
確
認
し
て
い
な
い
。
「
解
剖
劇
場
』
第
二
版
は
《
生
き
生
き
と
し
た
図
像
一
を

参
照
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
は
、
註
（
５
）
に
挙
げ
た
文
献
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
”
）
一
例
と
し
て
は
、
囚
吾
○
二
苛
め
月
忌
め
．
ン
・
“
ｇ
『
［
２
自
目
湧
巨
ｏ
唱
也
ら
と
罵
言
３
房
『
○
鴨
『
あ
め
、
言
里
角
．
］
四
目
の
具
ざ
ご
』
．
（
⑦
烏
．
）
辛

口
朗
８
言
＄
ｚ
煙
巨
旦
霞
き
め
呂
冨
．
昏
旦
①
烏
の
．
旨
且
◎
口
．
ｇ
ｇ
・
で
は
デ
カ
ル
ト
が
解
剖
学
を
学
ぶ
際
に
ボ
ア
ン
を
用
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
四
ｓ
○
一
‐
需
砦
曾
屑
に
よ
れ
ば
当
時
ボ
ァ
ン
の
著
作
が
解
剖
学
学
習
者
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
ハ
ー
ヴ
ィ
も
『
解
剖
劇
場
』
や
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
「
解
剖
学
誌
』
を
多
く
参
照
し
て
い
る
。
雲
三
胃
『
一
局
ｎ
口
》
弓
馬
ン
邑
臼
○
昌
邑

Ｐ
Ｒ
員
戸
貝
綴
旦
ミ
ニ
圃
日
題
胃
く
⑦
雷
同
．
陣
⑫
匡
ぐ
言
館
輿
○
口
ｎ
Ｆ
○
二
・
ｏ
口
、
岳
。
Ｐ

（
銘
）
雲
喜
房
汽
己
ぬ
ゅ
Ｐ
弓
言
ン
目
８
目
８
－
Ｆ
Ｅ
Ｅ
『
ゆ
め
具
ミ
ニ
崗
口
忌
嚴
『
く
９
．
画
偉
い
匡
く
冒
鴨
８
月
ゞ
冒
且
○
口
．
乞
詮
．

（
鯛
）
ロ
⑦
冒
日
四
日
８
ｇ
ｏ
『
厨
厨
耳
旨
四
号
Ｈ
一
〆
国
９
房
四
①
『
の
』
口
曽
い
⑦
ｘ
Ｃ
昌
豐
ゞ
屋
喝
．
以
下
も
参
照
。
ご
○
め
①
．
言
恥
目
①
四
口
臼
○
日
胃
胃

ｚ
○
日
ｇ
五
里
冒
ン
今
圃
自
く
営
号
邑
智
房
瞥
里
い
宛
胃
言
の
ｇ
の
印
奇
骨
旨
亨
三
号
の
言
扇
と
三
く
の
扇
冒
里
胃
昌
邑
．
画
。
己
。
．
ち
ご
．

（
釦
）
三
房
３
百
の
日
○
四
画
ロ
亘
曽
嘩
号
の
９
台
《
５
．
具
号
①
ｇ
こ
く
呉
日
四
国
』
ｓ
い
の
ｓ
⑦
崗
昌
昏
昏
⑦
８
貝
ｇ
く
①
国
＄
吾
①
『
⑦
８
房
一
○
巨
四
邑
四
辰
忌
．

（
釦
）
ｍ
望
巨
岳
晦
日
四
座
己
貨
○
日
扁
匡
日
．
息
合
．

（
弱
）
こ
れ
は
本
稿
の
註
（
恥
）
、
（
〃
）
の
筋
の
同
定
で
行
っ
た
よ
う
に
コ
ロ
ン
ボ
や
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
を
歴
史
研
究
の
対
象
と
す
る
場
合
に
も
利
点

皀
匡
鷺
『
目
Ｃ
己
．
臼
‐
苦
言
室
⑦
『
ｇ
詞
自
旦
勺
○
怪
ｇ
ｏ
ｏ
（
＆
の
●
）
農
日
日
四
四
冒
胃
『
８
９
の
、
⑦
『
の
．
ｇ
の
３
重
．
国
馬
巨
兇
．
乞
邉
．

（
理
）
く
⑦
箇
盲
堕
毎
丘
．
ざ
昌
昌
Ｃ
ｇ
Ｒ
言
。
Ｑ
四
①
８
目
白
一
篇
『
胃
巨
日
砦
且
漂
い
一
房
弓
の
①
の
冒
○
毎
の
の
○
具
四
目
８
，
冨
烏
い
冒
○
の
匡
○
ま
た
用
語
と
図
と

の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
Ｚ
員
５
口
．
ぎ
ぎ
己
．
な
ど
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
認
）
響
言
匡
印
・
］
右
○
ヨ
ョ
の
昌
昌
鯉
冒
Ｑ
臣
昌
昏
一
①
昌
号
◎
の
の
ぎ
匡
の
且
昌
『
ｇ
⑦
め
号
の
二
』
日
．
扇
認
ゞ
良
．
以
下
も
参
照
。
９
盲
○
．
ン
も
岩
国
胃
９
＄

ン
（
旨
国
さ
、
匡
①
旦
豐
菖
○
目
８
－
司
匡
”
葺
く
応
の
篇
⑦
扇
屈
認
‐
思
雪
．
三
布
会
８
－
雲
輿
Ｃ
ｑ
の
巨
己
且
①
目
印
貝
ご
》
ご
ｇ
も
．
ろ
．

（
別
）
響
言
匡
の
》
辱
己
：
甲
○
○
①
冒
冒
巨
冒
く
○
両
．
「
…
順
序
の
数
だ
け
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
な
ら
、
言
及
に
あ
た
っ
て
困
難
で
あ
る
。
我
々
は
第
一

の
、
第
二
の
、
第
三
の
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
が
、
事
物
の
明
蜥
さ
と
記
憶
の
簡
便
さ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
多
く
に
対
し
て
名
前
を
与
え
る
こ

し
」
《
払
う
ｏ
Ｃ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
」
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（
認
）
ボ
ァ
ン
の
も
の
と
は
異
な
る
名
称
も
用
い
ら
れ
た
。
例
え
ば
弓
肩
呈
”
『
屋
は
定
着
せ
ず
、
シ
ル
ヴ
ィ
‐
ウ
ス
の
弓
３
月
園
Ｅ
巴
も
用
い
ら

れ
続
け
た
ｃ
ブ
ラ
ウ
ン
の
：
冨
苫
四
号
三
ｍ
ｇ
く
画
ゞ
で
は
両
方
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
名
称
は
国
勝
庁
ｚ
Ｃ
昌
巨
ン
目
ｇ
目
畠
の
頃

ま
で
共
存
し
て
い
た
。
日
本
語
で
は
弓
匡
の
昌
鼬
風
の
」
の
直
訳
に
あ
た
る
「
僧
帽
筋
」
が
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
し
か
し
世
界
的
に
は

弓
国
胃
圃
旨
哩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現
在
の
日
本
の
解
剖
学
書
に
お
い
て
「
僧
帽
筋
」
は
弓
『
ｇ
の
圃
旨
色
と
対
応
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
振
れ
現
象
は
解
剖
用
語
の
普
及
の
複
雑
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
翌
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
図
の
普
及
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
○
巨
吾
言
い
犀
シ
国
ご
‐
屋
ｇ
ｏ
胃
ｇ
ご
ｇ
ン
二
号
①
勝
く
の
忠
言
い
忘
且

①
Ｑ
三
ｃ
己
．
函
閏
邑
旦
の
冒
ゞ
ン
月
言
Ｃ
昌
国
○
○
許
切
．
岳
⑤
陣

（
弱
）
①
．
蛎
犀
○
乏
胃
』
．
“
筥
旨
四
ｇ
三
画
目
く
四
・
晟
雪
．

（
妬
）
「
す
べ
て
の
筋
肉
と
血
管
の
分
布
と
結
合
を
見
事
な
配
置
に
並
べ
、
そ
し
て
固
有
の
名
前
に
よ
っ
て
指
示
し
た
こ
と
の
最
初
の
名
声
は
ヤ
コ
ブ

ス
・
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
に
与
え
ら
れ
る
。
」
Ｆ
ｇ
『
①
昌
旨
陸
田
の
８
門
園
昌
嘩
８
日
旨
蝕
．
匡
口
閂
．
雲
⑰
５
『
国
〆
弓
」
ぷ
き
．

（
翌
コ
ロ
ン
ボ
自
身
は
解
剖
図
付
き
の
解
剖
学
書
を
企
図
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
ｃ
ミ
ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
解
剖
図
を
描
く
と

い
う
案
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ｃ
死
後
残
さ
れ
た
原
稿
が
「
解
剖
学
に
つ
い
て
』
ｅ
の
『
の
言
四
目
三
ｓ
』
設
琶
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る

が
、
解
剖
図
は
な
い
。
以
下
を
参
照
。
ｏ
ｏ
ｇ
Ｃ
臣
．
向
．
“
弓
胃
昌
吻
８
く
の
昌
○
冒
胃
冒
冒
Ｃ
貝
一
ご
向
胃
巳
昌
○
頁
煙
二
⑦
君
署
胃
○
鐸
８
．
国
昌
倶
冒
呉

《
宮
印
彦
厨
骨
○
『
く
Ｏ
【
【
ロ
①
二
門
一
口
＠
四
時
』
や
切
刃
心
』
Ｉ
司
式

（
銘
）
実
際
に
こ
の
よ
う
な
思
考
を
経
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
以
下
の
論
者
は
ボ
ァ
ン
が
筋
肉
に
名
前
を
つ
け
た
、
あ
る
い
は
用
語
を

整
備
し
た
と
書
い
て
い
る
が
、
先
行
者
に
言
及
し
て
い
な
い
ｃ
三
三
言
９
億
ゆ
Ｐ
層
匡
三
Ｐ
ｇ
め
胃
己
・
言
Ｑ
二
９
両
○
の
、
２
．
里
．
（
の
号
・
言

ロ
肩
三
．
国
煙
『
望
呉
ｍ
Ｑ
四
再
蜀
○
ｍ
ご
頤
胃
嘩
ロ
ゴ
軍
印
の
『
弓
国
の
同
》
ｚ
の
乏
尽
○
局
〆
』
や
『
？
］
●
“
Ｐ
司
匡
の
面
の
，
画
ｏ
〆
の
耳
浄
｛
勺
』
ご
具
司
（
ご
”
心
⑫
ふ
い
』
心
的
』
．

（
調
）
⑦
．
唄
穴
里
①
貝
○
句
・
畠
豆
９
国
園
ｎ
ｏ
酎
与
丘
．

（
⑳
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
解
剖
図
と
用
語
の
結
び
つ
き
、
あ
る
い
は
解
剖
図
の
普
及
に
つ
い
て
の
指
摘
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る

が
、
用
語
の
変
遷
に
絡
め
た
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。

（
伽
）
第
七
章
お
よ
び
註
（
”
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
犯
）
三
百
四
．
号
三
画
目
く
酔
忘
君
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GaspardBauhinandtheNomenclatureofMuscles

TadashiSAWAIandTatsuoSAKAI

Thispapersetsouttoinvestigatewhonamedthemusclesandhowmuscles'nameswere

diffused.GaspardBauhinsettledthenomenclatureofthemuscles.Heusedepithetsforfigur-

ingthemulles'features.Hisnameswerebasedonshape,action,position,andtheorigin-inser-

tionofeachmuscle.BefbreBauhin,JacobusSylviusinnovatedthenamingofmusclesbyepi-

thetbasedonshape、action,andposition・Buthisnamingsystemwasn'tadoptedbyother

anatomists.NamingbyordinalnumberwasusedafterVesalius.Sylviusdidn'tnameallthe

muscles,butnamingbyordinalnumberscouldeasilycoverallthemuscles.Andalso,since

Sylviusdidn'tuseanatomicalpictures,hisnamescouldn'tbeassociatedwithpictures.

However,Vesalius'namesreadilycorrespondedwithpictures,soreaderscouldascertainthe

namesbyreferringtothepictures.Owingtothesedefects,Sylvius.musclenameswereomit-

ted.AfterVesalius,manyanatomistsusedordinalnumbers,buttheirnumberingwasn'tconsis-

tent,becauseeachusedarbitrarilynumberedordinals.SothereweremanynamesfOranyof

themuscles.

Bauhinreducedthechaosregardingthemuscles'namesbyusingSylvius'namingandintro-

ducingnewnamingruleaccordingtoorigin-insertion.Becauseofthesenamingrules,Bauhin

couldnamealmostallthemuscles.Furthermore,Bauhinusedanatomicalpictures,soreaders

couldmoreeasilyidentifythemuscles.

SinceBauhin'snamingrectifiedthedefectsofSylvius&Vesalius,anatomistsadoptedhis

musclenamesandhisruleofnaming.


